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イベントとアラートの管理

イベントの管理

イベントによって、監視対象のクラスタ内の問題を特定できます。

Active IQ プラットフォームイベントとは

Unified Manager では、 Active IQ プラットフォームで検出されたイベントを表示できま
す。イベントは、 Unified Manager で監視しているすべてのストレージシステムから生
成された AutoSupport メッセージに対して一連のルールを実行することで作成されま
す。

詳細については、を参照してください "Active IQ プラットフォームイベントの生成方法"。

Unified Manager は新しいルールファイルの有無を自動的にチェックし、ある場合にのみ新しいファイルをダ
ウンロードします。外部ネットワークへのアクセスがないサイトでは、 * Storage Management * > * Event

Setup * > * Upload Rules * からルールを手動でアップロードする必要があります。

これらの Active IQ イベントは既存の Unified Manager イベントと重複しないため、システム構成、ケーブル
配線、ベストプラクティス、可用性の問題に関するインシデントやリスクを特定します。

プラットフォームイベントの有効化の詳細については、を参照してください "Active IQ ポータルイベントの有
効化"。ルールファイルのアップロードの詳細については、を参照してください "新しい Active IQ ルールファ
イルをアップロードしています"。

NetApp Active IQ は、ネットアップのハイブリッドクラウド全体にわたってストレージシステムの運用を最適
化するのに役立つ、予測分析とプロアクティブなサポートを提供するクラウドベースのサービスです。を参照
してください "NetApp Active IQ の略" を参照してください。

イベント管理システムイベントとは

Event Management System （ EMS ；イベント管理システム）は、 ONTAP カーネルの
さまざまな部分からイベントデータを収集し、イベント転送のメカニズムを提供しま
す。Unified Manager では、このような ONTAP イベントを EMS イベントとして報告で
きます。一元化された監視と管理により、重大な EMS イベントとそれらの EMS イベン
トに基づくアラート通知を簡単に設定することができます。

Unified Manager にクラスタを追加すると、 Unified Manager のアドレスが通知の送信先としてクラスタに追
加されます。クラスタでイベントが発生するとすぐに EMS イベントが報告されます。

Unified Manager で EMS イベントを受け取る方法は 2 つあります。

• 一定数の重要な EMS イベントは自動的に報告されます。

• EMS イベントを受け取るように個別に登録することができます。

Unified Manager で生成される EMS イベントの報告方法は、イベントが生成された方法によって異なりま
す。
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機能性 自動の EMS メッセージ 登録した EMS メッセージ

使用可能な EMS イベント 一部の EMS イベント すべての EMS イベント

EMS メッセージがトリガーされた
ときの名前

Unified Manager のイベント名（
EMS のイベント名から変換）

固有でないエラーの EMS を受信し
ました。詳細なメッセージに実際
の EMS イベントをドット表記の形
式で記載します

メッセージを受信しました クラスタが検出されるとすぐに検
出されます

必要な各 EMS イベントが Unified

Manager に追加されたあと、 15

分間隔の次回のポーリング時

イベントのライフサイクル Unified Manager の他のイベントと
同じで、「新規」、「確認済
み」、「解決済み」、「廃止」の
状態があります

クラスタを更新したあと、イベン
トが作成されてから 15 分後に
EMS イベントが廃止されます

Unified Manager が停止していると
きのイベントのキャプチャ

システムの起動時に各クラスタと
通信して不足しているイベントを
取得

いいえ

イベントの詳細 推奨される対処方法を ONTAP か
ら直接インポートして、一貫した
解決策を提示します

[ イベントの詳細 ] ページで修正ア
クションを使用できません

新しい自動 EMS イベントには、過去のイベントが解決されたことを示す情報イベントも含ま
れます。たとえば、「 FlexGroup constituents Space Status all ok 」情報イベントは、「
FlexGroup constituents have Space Issues 」エラーイベントが解決されたことを示します。情
報イベントは、他の重大度タイプのイベントと同じライフサイクルを使用して管理することは
できませんが、同じボリュームが別の「スペースの問題」エラーイベントを受信した場合、イ
ベントは自動的に廃止されます。

Unified Manager に自動的に追加される EMS イベント

次の ONTAP EMS イベントが Unified Manager に自動的に追加されます。これらのイベ
ントは、 Unified Manager が監視しているいずれかのクラスタでトリガーされると生成
されます。

ONTAP 9.5 以降のソフトウェアを実行しているクラスタの監視では、次の EMS イベントを使用できます。

Unified Manager
のイベント名

EMS のイベント名 影響を受けるリソース Unified Manager
の重大度

アグリゲートの再配置で
クラウド階層へのアクセ
スが拒否されまし

arl.netra.ca.check.failed アグリゲート エラー
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Unified Manager
のイベント名

EMS のイベント名 影響を受けるリソース Unified Manager
の重大度

ストレージフェイルオー
バー時にアグリゲートの
再配置でクラウド階層へ
のアクセスが拒否されま
した

gb.netra.ca.check.failed アグリゲート エラー

FabricPool ミラーレプリ
ケーションの再同期が完
了しました

wafl.ca.resync.complete クラスタ エラー

FabricPool スペースがほ
ぼフルです

fabricpool.Nearly .full クラスタ エラー

NVMF の猶予期間 - 開始
されました

nvmf.graceperiod.start クラスタ 警告

NVMF の猶予期間 - アク
ティブ

nvmf.graceperiod.active クラスタ 警告

NVMF の猶予期間 - 終了 nvmf.graceperiod.expired クラスタ 警告

LUN が破棄されました lun.destroy LUN 情報

Cloud AWS メタデータ接
続エラー

Cloud.AWS- メタデータ
の接続に失敗しました

ノード エラー

Cloud AWS IAM クレデン
シャルが期限切れです

Cloud.AWs.iamCredsExpi

red
ノード エラー

Cloud AWS IAM クレデン
シャルが無効です

Cloud.AWs.iamCredsInval

id
ノード エラー

Cloud AWS IAM クレデン
シャルが見つからない

Cloud.AWs.iamCredsNot

Found
ノード エラー

Cloud AWS IAM クレデン
シャルが初期化されてい
ない

Cloud.AWS.iamNotInitializ

ed
ノード 情報

Cloud AWS IAM ロールが
無効です

Cloud.AWs.iamRoleInvali

d
ノード エラー

Cloud AWS IAM ロールが
見つからない

Cloud.AWs.iamRoleNotFo

und
ノード エラー
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Unified Manager
のイベント名

EMS のイベント名 影響を受けるリソース Unified Manager
の重大度

クラウド階層のホスト解
決不可

objstor.host.unresolvable ノード エラー

クラウド階層のクラスタ
間 LIF が停止しています

objstore.interclusterlifDow

n
ノード エラー

要求とクラウド階層シグ
ネチャの不一致

OSC.signignatureMismatc

h
ノード エラー

NFSv4 プールの 1 つを使
い果たしました

Nblade.nfsV4PoolExhaust ノード 重要

QoS 監視メモリの最大化 QoS 。
monitor.memory.maxed

ノード エラー

QoS 監視メモリの縮小 QoS

.monitor.memory.abated
ノード 情報

NVMe ネームスペースを
破棄します

NVMeNS.destroy ネームスペース 情報

NVMeNS Online NVMe ネームスペースオ
フライン

ネームスペース 情報

NVMeNS はオフラインで
す

NVMe ネームスペースオ
ンライン

ネームスペース 情報

NVMe ネームスペースス
ペーススペース不足です

NVMe ネームスペース不
足です。スペース不足で
す

ネームスペース 警告

同期レプリケーションが
同期されていません

sms.status.out.out.out.syn

c
SnapMirror 関係 警告

同期レプリケーションが
リストアされました

sms.status.in.sync SnapMirror 関係 情報

同期レプリケーションの
自動再同期に失敗しまし
た

sms.resync.attempt 。失
敗しました

SnapMirror 関係 エラー

多数の CIFS 接続 Nblade.cifsManyAths SVM エラー

4



Unified Manager
のイベント名

EMS のイベント名 影響を受けるリソース Unified Manager
の重大度

最大 CIFS 接続数を超え
ました

Nblade.cifsMaxOpenSam

eFile

SVM エラー

ユーザあたりの最大 CIFS

接続数を超えました

Nblade.cifsMaxSessPerU

srConn

SVM エラー

CIFS NetBIOS 名が競合
しています

Nblade.cifsNbNameConfli

ct になっています
SVM エラー

存在しない CIFS 共有に
対して試行します

Nblade.cifsNoPrivShare SVM 重要

CIFS シャドウコピー処理
に失敗しました

cifs.shadowcopy.failure SVM エラー

AV サーバがウィルスを検
出しました

Nblad.

vscanVirusDetected

SVM エラー

ウィルススキャン用の AV

サーバ接続がありません

Nbladen.vscanNoScanner

Conn

SVM 重要

AV サーバが登録されてい
ません

Nbladet.vscanNoRegdSc

anner

SVM エラー

応答する AV サーバ接続
がありません

Nbladet.vscanConnInactiv

e

SVM 情報

AV サーバがビジーのため
新しいスキャン要求の受
け入れ不可

Nbladet.vscanConnBackP

ressure です
SVM エラー

権限のないユーザが AV

サーバへのアクセスを試
みました

Nblad.vscanBadUserPriv

Access

SVM エラー

FlexGroup コンスティチ
ュエントのスペースに問
題あり

flexgroup コンスティチュ
エント .have .spac確保 問
題

ボリューム エラー

FlexGroup コンスティチ
ュエントのスペースステ
ータスはすべて正常です

flexgroup コンスティチュ
エント。 spac確保 。
status.all.ok

ボリューム 情報
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Unified Manager
のイベント名

EMS のイベント名 影響を受けるリソース Unified Manager
の重大度

FlexGroup 構成要素の
inode に問題があります

flexgroup.constituents.hav

e.inodes.issues
ボリューム エラー

FlexGroup コンスティチ
ュエントの inode ステー
タスはすべて正常です

flexgroup.constituents.ino

des.status.all.ok
ボリューム 情報

ボリューム論理スペース
はほぼフルです

monitor.vol.nearFull.inc.sa

v
ボリューム 警告

ボリューム論理スペース
はフルです

monitor.vol.full.inc.sav ボリューム エラー

ボリューム論理スペース
は正常な状態です

monitor.vol.one.ok.inc.sav ボリューム 情報

WAFL ボリュームのオー
トサイズが失敗しました

wafl.vol.autoSize.fail ボリューム エラー

WAFL ボリュームのオー
トサイズ完了

wafl.vol.autoSize.done ボリューム 情報

WAFL READDIR ファイ
ル処理タイムアウト

wafl.readdir.expired ボリューム エラー

ONTAP EMS イベントに登録する

ONTAP ソフトウェアがインストールされているシステムで生成された Event

Management System （ EMS ；イベント管理システム）イベントを受け取るように登録
することができます。一部の EMS イベントは Unified Manager に自動的に報告されます
が、それ以外の EMS イベントは登録している場合にのみ報告されます。

• 必要なもの *

Unified Manager にすでに自動的に追加されている EMS イベントには登録しないでください。同じ問題のイ
ベントを 2 つ受信すると原因で混乱する可能性があります。

EMS イベントはいくつでも登録できます。登録したすべてのイベントが検証され、検証済みのイベントだけ
が Unified Manager で監視しているクラスタに適用されます。ONTAP 9 EMS イベントカタログ _ は、指定し
たバージョンの ONTAP 9 ソフトウェアのすべての EMS メッセージに関する詳細情報を提供します。該当す
るイベントの一覧については、 ONTAP 9 製品ドキュメントページで該当するバージョンの _EMS イベントカ
タログを参照してください。

"ONTAP 9 製品ライブラリ"
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登録した ONTAP EMS イベントにアラートを設定したり、それらのイベントに対して実行するカスタムス
クリプトを作成したりできます。

登録した ONTAP EMS イベントが届かない場合は、クラスタの DNS 設定が含まれている問題
で、クラスタから Unified Manager サーバに到達できなくなっていることが考えられます。ク
ラスタ管理者はこの問題を解決するために、クラスタの DNS 設定を修正してから Unified

Manager を再起動する必要があります。これにより、保留中の EMS イベントが Unified

Manager サーバにフラッシュされます。

手順

1. 左側のナビゲーションペインで、 * Storage Management * > * Event Setup * をクリックします。

2. Event Setup ページで、 * Subscribe to EMS events * ボタンをクリックします。

3. [EMS イベントのサブスクライブ（ Subscribe to EMS events ） ] ダイアログボックスで、サブスクライブ
する ONTAP EMS イベントの名前を入力します。

登録可能な EMS イベントの名前を表示するには、 ONTAP クラスタシェルから「 event route show 」コ
マンド（ ONTAP 9 より前）または「 event catalog show 」コマンド（ ONTAP 9 以降）を使用します。

"Active IQ Unified Manager で ONTAP EMS イベントサブスクリプションからアラートを設定して受信す
る方法"

4. [ 追加（ Add ） ] をクリックします。

EMS イベントはサブスクライブされた EMS イベントのリストに追加されますが、該当する [To Cluster]

列には、追加した EMS イベントのステータスが「 Unknown 」と表示されます。

5. Save and Close * をクリックして、 EMS イベントサブスクリプションをクラスタに登録します。

6. もう一度 [* EMS イベントをサブスクライブ * ] をクリックします。

追加した EMS イベントの [Applicable to Cluster] 列には、ステータス「 Yes 」が表示されます。

ステータスが「はい」でない場合は、 ONTAP EMS イベント名のスペルを確認します。入力した名前に間
違いがある場合は、そのイベントを削除して追加し直す必要があります。

ONTAP の EMS イベントが発生すると、イベントが Events ページに表示されます。イベントを選択すると、
EMS イベントに関する詳細をイベントの詳細ページで確認できます。イベントの処理を管理したり、イベン
トのアラートを作成したりすることもできます。

イベント受信時の動作

Unified Manager がイベントを受け取ると、ダッシュボードページ、イベント管理インベ
ントリページ、クラスタ / パフォーマンスページの概要タブとエクスプローラタブ、お
よびオブジェクト固有のインベントリページ（ボリューム / 健全性インベントリページ
など）に表示されます。

Unified Manager では、同じクラスタコンポーネントに対する同じ状況についての連続した複数のイベントを
検出すると、それらのすべてのイベントを個別のイベントではなく 1 つのイベントとして扱います。イベン
トが継続している間は、そのイベントがまだアクティブであることを示すために期間が延びていきます。
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Alert Setup ページでの設定に応じて、これらのイベントについて他のユーザに通知できます。アラートに
より、次の処理が開始されます。

• イベントに関する E メールをすべての Unified Manager 管理者ユーザに送信できます。

• イベントを追加の E メール受信者に送信できます。

• SNMP トラップをトラップレシーバに送信できます。

• アクションを実行するカスタムスクリプトを実行できます。

このワークフローを次の図に示します。

イベントとイベントの詳細を表示する

Unified Manager がトリガーするイベントに関する詳細を表示して、そのイベントに対処
することができます。たとえば、健全性イベントである「ボリュームはオフライン」が
発生した場合は、そのイベントをクリックして詳細を表示し、対処方法を実行できま
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す。

• 必要なもの *

オペレータ、アプリケーション管理者、またはストレージ管理者のロールが必要です。

イベントの詳細には、イベントのソース、イベントの原因、イベントに関連するメモなどの情報が含まれま
す。

手順

1. 左側のナビゲーションペインで、 * イベント管理 * をクリックします。

デフォルトでは、すべてのアクティブなイベントのビューには、影響レベルがインシデントまたはリスク
の過去 7 日間に生成された新規と確認済み（アクティブ）のイベントが表示されます。

2. 容量イベントやパフォーマンスイベントなど、特定のカテゴリのイベントを表示するには、 * View * をク
リックして、イベントタイプのメニューから選択します。

3. 詳細を表示するイベントの名前をクリックします。

イベントの詳細がイベントの詳細ページに表示されます。

未割り当てのイベントを表示する

未割り当てのイベントを表示して、各イベントを解決できるユーザに割り当てることが
できます。

• 必要なもの *

オペレータ、アプリケーション管理者、またはストレージ管理者のロールが必要です。

手順

1. 左側のナビゲーションペインで、 * イベント管理 * をクリックします。

デフォルトでは、新規と確認済みのイベントがイベント管理のインベントリページに表示されます。

2. [ * フィルタ * （ * Filters * ） ] パネルの [ * 割り当て先 * （ Assigned to * ） ] 領域で [ * 未割り当て * （ *

Unassigned * ） ] フィルタオプションを選択する。

イベントを確認して解決します

イベントを生成した問題で作業を開始する前に、アラート通知が繰り返し送信されない
ようにイベントに確認応答する必要があります。特定のイベントに対処したら、そのイ
ベントを解決済みとしてマークします。

• 必要なもの *

オペレータ、アプリケーション管理者、またはストレージ管理者のロールが必要です。

複数のイベントに同時に確認応答して解決することができます。
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情報イベントに確認応答することはできません。

手順

1. 左側のナビゲーションペインで、 * イベント管理 * をクリックします。

2. イベントのリストで、次の操作を実行してイベントに応答します。

状況 手順

1 つのイベントに確認応答して解決済みとしてマー
クします

a. イベント名をクリックします。

b. イベントの詳細ページで、イベントの原因を確
認します。

c. [* Acknowledge （確認） ] をクリックし

d. 適切な方法で対処します。

e. [ * 解決済みとしてマークする * ] をクリックし
ます。

複数のイベントに確認応答して解決済みとしてマー
クします

a. それぞれのイベントの詳細ページでイベントの
原因を確認します。

b. イベントを選択します。

c. [* Acknowledge （確認） ] をクリックし

d. 適切な方法で対処します。

e. [ * 解決済みとしてマークする * ] をクリックし
ます。

解決済みとしてマークされたイベントは、解決済みイベントのリストに移動します。

3. * オプション * ： [* Notes and Updates* （メモと更新 * ） ] 領域で、イベントの対処方法に関するメモを
追加し、 [* Post* （投稿） ] をクリックします。

特定のユーザにイベントを割り当てます

未割り当てのイベントは、自分自身またはリモートユーザを含む他のユーザに割り当て
ることができます。必要に応じて、割り当てられたイベントを別のユーザに再割り当て
することもできます。たとえば、ストレージオブジェクトで頻繁に問題が発生する場
合、そのオブジェクトを管理するユーザにそれらの問題に対するイベントを割り当てる
ことができます。

• 必要なもの *

• ユーザの名前と E メール ID が正しく設定されている必要があります。

• オペレータ、アプリケーション管理者、またはストレージ管理者のロールが必要です。

手順

1. 左側のナビゲーションペインで、 * イベント管理 * をクリックします。
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2. [ * イベント管理 * ] インベントリページで、割り当てるイベントを 1 つ以上選択します。

3. 次のいずれかを実行してイベントを割り当てます。

イベントを割り当てるユーザ 操作

自分自身 [ * Assign to * > * Me * ] をクリックします。

別のユーザ a. [* Assign to * > * another user* （ * 他のユーザ
ーに割り当て） ] をクリックします

b. 所有者の割り当てダイアログボックスで、ユー
ザー名を入力するか、ドロップダウンリストか
らユーザーを選択します。

c. [Assign] をクリックします。

ユーザに E メール通知が送信されます。

ユーザ名を入力しない場合、ま
たはドロップダウンリストから
ユーザを選択し、 * assign * をク
リックすると、イベントは未割
り当てのままになります。

不要なイベントを無効にします

デフォルトでは、すべてのイベントが有効になっています。環境で重要でないイベント
については、グローバルに無効にして通知が生成されないようにすることができます。
無効にしたイベントの通知を再開するときは、該当するイベントを有効にすることがで
きます。

• 必要なもの *

アプリケーション管理者またはストレージ管理者のロールが必要です。

イベントを無効にすると、システムで以前に生成されたイベントは「廃止」とマークされ、それらのイベント
に設定されたアラートはトリガーされなくなります。無効にしたイベントを有効にすると、それらのイベント
の通知の生成が次の監視サイクルから開始されます。

オブジェクトに対するイベント（「 vol offline 」イベントなど）を無効にし、あとでそのイベントを有効にし
た場合、 Unified Manager は、イベントが disabled 状態のときにオフラインになったオブジェクトについて
は新しいイベントを生成しません。Unified Manager では、イベントを再度有効にしたあとにオブジェクトの
状態に変更があった場合にのみ新規のイベントが生成されます。

手順

1. 左側のナビゲーションペインで、 * Storage Management * > * Event Setup * をクリックします。

2. イベント設定 * ページで、次のいずれかのオプションを選択してイベントを無効または有効にします。
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状況 操作

イベントを無効にします a. [Disable] をクリックします。

b. [ イベントの無効化 ] ダイアログボックスで、イ
ベントの重大度を選択します。

c. [Matching Events] カラムで、イベントの重大度
に基づいてディセーブルにするイベントを選択
し、右矢印をクリックして [Disable Events] カ
ラムに移動します。

d. [ 保存して閉じる ] をクリックします。

e. 無効にしたイベントが Event Setup ページのリ
ストビューに表示されることを確認します。

イベントを有効にします a. 有効にするイベントのチェックボックスを選択
します。

b. [Enable] をクリックします。

Unified Manager の自動修復を使用して問題を修正します

イベントによっては、 Unified Manager の詳細な診断によって、 * Fix it * ボタンを使用
して単一の解決策が提供されることがあります。解決策がある場合は、ダッシュボー
ド、イベントの詳細ページ、左側のナビゲーションメニューのワークロード分析の順に
表示されます。

ほとんどのイベントではイベントの詳細ページにさまざまな解決策が表示されるため、 ONTAP システムマネ
ージャまたは ONTAP CLI を使用して最適な解決策を実装できます。問題を修正する解像度が 1 つで、
ONTAP の CLI コマンドで解決できることが Unified Manager で確認された場合は、 * Fix it * アクションを使
用できます。

手順

1. * ダッシュボード * から解決できるイベントを表示するには、 * ダッシュボード * をクリックします。
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2. Unified Manager で修正可能な問題を解決するには、 * 修正 * ボタンをクリックします。複数のオブジェ
クトに存在する問題を修正するには、 * すべて修正 * ボタンをクリックします。

自動修正で解決できる問題については、を参照してください "Unified Manager で解決可能な問題"。

Active IQ イベントレポートの有効化と無効化

Active IQ プラットフォームイベントは、デフォルトで生成されて Unified Manager ユー
ザインターフェイスに表示されます。「ノイジー」が大きすぎる場合や、 Unified

Manager でこれらのイベントを表示したくない場合は、これらのイベントの生成を無効
にすることができます。あとで有効にして、これらの通知の受信を再開することができ
ます。

• 必要なもの *

アプリケーション管理者のロールが必要です。

この機能を無効にすると、 Unified Manager は Active IQ プラットフォームイベントの受信をただちに停止し
ます。

この機能を有効にすると、クラスタのタイムゾーンの午前 0 時を過ぎに Unified Manager は Active IQ プラッ
トフォームイベントの受信を開始します。開始時刻は、 Unified Manager がいつ各クラスタから AutoSupport

メッセージを受信したかによって決まります。

手順

1. 左側のナビゲーションペインで、 * 一般 * > * 機能設定 * をクリックします。

2. [* 機能の設定 * ] ページで、次のいずれかのオプションを選択して Active IQ プラットフォームイベントを
無効または有効にします。
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状況 操作

Active IQ プラットフォームイベントを無効にしま
す

Active IQ ポータルイベント * パネルで、スライダ
ボタンを左に動かします。

Active IQ プラットフォームイベントを有効にしま
す

Active IQ ポータルイベント * パネルで、スライダ
ボタンを右に動かします。

新しい Active IQ ルールファイルをアップロードしています

Unified Managerは、新しいActive IQ イベント（ルール）ファイルの有無を自動的にチ
ェックし、ある場合は新しいファイルをダウンロードします。ただし、外部ネットワー
クへのアクセスがないサイトでは、ルールファイルを手動でアップロードする必要があ
ります。

Active IQ ルールは、Config Advisor （CA）セキュアルールとも呼ばれます。

ネットワークに接続されていないサイトでUnified Managerをインストールまたはアップグレードすると、バ
ンドルされているActive IQ ルールを自動的にアップロードに使用できるようになります。ただし、更新され
たイベントが生成されてストレージシステムが最適な状態を継続できるようにするために、ネットアップサポ
ートサイトから月に約1回は新しいルールファイルをダウンロードすることを推奨します。

• 必要なもの *

• Active IQ ポータルイベントのレポートを有効にする必要があります。この機能はデフォルトで有効になっ
ています。詳細については、を参照してください "Active IQ ポータルイベントの有効化"。

• ルールファイルをネットアップサポートサイトからダウンロードする必要があります。

ルールファイルは次の場所にあります。 https://mysupport.netapp.com/api/content-service/staticcontents/

content/public/tools/unifiedmanager/ca/secure_rules.zip

手順

1. ネットワークにアクセスできるコンピュータで、ネットアップサポートサイトにアクセスし、最新のルー
ル「 .zip 」ファイルをダウンロードします。

ルールパッケージには、ルールリポジトリ、データソース、およびネットアップの技術情報アーティクル
が含まれています。

Windowsシステムでは、ネットワークに接続されていないサイトでは、デフォルトではネ
ットアップの技術情報アーティクルがインストーラにバンドルされていません。サポート
サイトから_secure_rules.zipファイルをダウンロードしてアップロードすると、すべてのル
ールのKB記事を参照できます。

2. ルールファイルをセキュリティエリアに持ち出すことができるメディアに転送し、セキュリティエリアの
システムにコピーします。

3. 左側のナビゲーションペインで、 * Storage Management * > * Event Setup * をクリックします。

4. [ * イベントの設定 * ] ページで、 [ * ルールのアップロード * ] ボタンをクリックします。
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5. [ * ルールのアップロード * ] ダイアログボックスで、ダウンロードしたルール「 .zip 」ファイルに移動し
て選択し、 [ * アップロード * ] をクリックします。

この処理には数分かかることがあります。

ルールファイルが Unified Manager サーバに解凍されます。午前0時を過ぎた時点で管理対象クラスタ
でAutoSupport ファイルが生成され、Unified Managerがルールファイルに照らしてクラスタをチェックし、
必要に応じて新しいリスクイベントとインシデントイベントを生成します。

詳細については、次の技術情報アーティクル（KB）を参照してください。 "Active IQ Unified Manager

でAICASecureルールを手動で更新する方法"。

Active IQ プラットフォームイベントの生成方法

Active IQ プラットフォームのインシデントとリスクは、次の図に示すように Unified

Manager のイベントに変換されます。

このように、 Active IQ プラットフォームで作成されたルールファイルが最新の状態に維持され、クラスタの
AutoSupport メッセージが毎日生成され、 Unified Manager がイベントのリストを毎日更新します。

Active IQ プラットフォームイベントを解決しています

Active IQ プラットフォームのインシデントとリスクは、 Unified Manager の他のイベン
トと同様に、解決のために他のユーザに割り当て可能で、ステータスの種類も同じで
す。ただし、 [ 修正 ] ボタンを使用してこれらのタイプのイベントを解決すると、解決
を数時間以内に検証できます。

次の図は、 Active IQ プラットフォームで生成されたイベントの解決時にユーザが実行する操作（緑）と
Unified Manager で実行される操作（黒）を示しています。
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手動で解決する場合は、 System Manager または ONTAP コマンドラインインターフェイスにログインして問
題を修正する必要があります。問題を検証できるのは、午前 0 時にクラスタで新しい AutoSupport メッセー
ジが生成されたあとです。

[Fix it* （修正） ] ボタンを使用して半自動の解決を実行する場合、修正が数時間以内に正常に完了したことを
確認できます。

イベント保持を設定しています

イベントが自動的に削除されるまでに Unified Manager サーバでイベントを保持する月
数を指定できます。

• 必要なもの *

アプリケーション管理者のロールが必要です。

サーバのパフォーマンスに影響する可能性があるため、イベントの保持期間を 6 カ月以上に設定することは
推奨されません。

手順

1. 左側のナビゲーションペインで、 * 一般 * > * データ保持 * をクリックします。

2. [ * データ保持期間 * ] ページで、 [ イベント保持期間 ] 領域のスライダを選択し、イベントを保持する月数
に移動して、 [ 保存 ] をクリックします。

Unified Manager のメンテナンス時間とは

Unified Manager のメンテナンス時間を定義することで、クラスタのメンテナンスを計画
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している場合に、その期間はイベントやアラートを抑制して不要な通知を受け取らない
ようにすることができます。

メンテナンス時間が開始されると、「 Object Maintenance Window Started 」イベントがイベント管理インベ
ントリページに記録されます。このイベントは、メンテナンス時間が終了すると自動的に廃止されます。

メンテナンス時間中も、そのクラスタのすべてのオブジェクトに関連するイベントは引き続き生成されます
が、いずれの UI ページにも表示されず、アラートやその他の通知も送信されません。ただし、 [ イベント管
理 ] インベントリページの [ 表示 ] オプションのいずれかを選択すると、保守期間中にすべてのストレージオ
ブジェクトに対して生成されたイベントを表示できます。

メンテナンス時間をスケジュールしたり、スケジュールされたメンテナンス時間の開始時刻や終了時刻を変更
したり、スケジュールされたメンテナンス時間をキャンセルしたりできます。

メンテナンス時間のスケジュールによるクラスタイベント通知の無効化

クラスタをアップグレードしたり、いずれかのノードを移動したりする場合など、クラ
スタを計画的に停止するときは、 Unified Manager のメンテナンス時間をスケジュール
することで、その間は通常生成されるイベントやアラートを抑制することができます。

• 必要なもの *

アプリケーション管理者またはストレージ管理者のロールが必要です。

メンテナンス時間中も、そのクラスタのすべてのオブジェクトに関連するイベントは引き続き生成されます
が、イベントページには表示されず、アラートやその他の通知も送信されません。

メンテナンス時間に入力する時刻は Unified Manager サーバの時刻に基づいています。

手順

1. 左側のナビゲーションペインで、 * Storage Management * > * Cluster Setup * をクリックします。

2. クラスタの「 * メンテナンス・モード * 」列で、スライダ・ボタンを選択して右に動かします。

カレンダーウィンドウが表示されます。

3. メンテナンス時間の開始日時と終了日時を選択し、 * 適用 * をクリックします。

スライダボタンの横に「スケジュール済み」というメッセージが表示されます。

開始時間に達すると、クラスタがメンテナンスモードになり、「 Object Maintenance Window Started 」イベ
ントが生成されます。

スケジュールされたメンテナンス時間を変更またはキャンセルする

Unified Manager のメンテナンス時間を設定している場合、開始時刻と終了時刻を変更し
たり、メンテナンス時間をキャンセルしたりできます。

• 必要なもの *

アプリケーション管理者またはストレージ管理者のロールが必要です。
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メンテナンス時間中に、スケジュールされたメンテナンス時間の終了時刻よりも前にクラスタのメンテナンス
が完了し、クラスタからのイベントやアラートの受信を再開する場合は、現在のメンテナンス時間をキャンセ
ルすると便利です。

手順

1. 左側のナビゲーションペインで、 * Storage Management * > * Cluster Setup * をクリックします。

2. クラスタの「 * Maintenance Mode * 」列で、次の手順を実行します。

状況 実行する手順

スケジュールされたメンテナンス時間の期間を変更
する

a. スライダボタンの横にある「スケジュール済
み」というテキストをクリックします。

b. 開始日時または終了日時を変更し、 * 適用 * を
クリックします。

アクティブなメンテナンス期間を延長します a. スライダボタンの横にある「 Active 」というテ
キストをクリックします。

b. 終了日時を変更し、 * 適用 * をクリックしま
す。

スケジュールされたメンテナンス時間をキャンセル
する

スライダボタンを選択して左に移動します。

アクティブなメンテナンス期間をキャンセルする スライダボタンを選択して左に移動します。

メンテナンス時間中に発生したイベントの表示

必要に応じて、すべてのストレージオブジェクトについて Unified Manager のメンテナ
ンス時間中に生成されたイベントを確認することができます。ほとんどのイベントは、
メンテナンス時間が終了し、すべてのシステムリソースが再び稼働すると、「廃止」の
状態になります。

• 必要なもの *

少なくとも 1 回はメンテナンス時間が完了している必要があります。

メンテナンス時間中に発生したイベントは、デフォルトではイベント管理インベントリページに表示されませ
ん。

手順

1. 左側のナビゲーションペインで、 * Events * （イベント * ）をクリックします。

デフォルトでは、すべてのアクティブな（新規および確認済みの）イベントがイベント管理インベントリ
ページに表示されます。

2. [ 表示 ] ペインで、 [ メンテナンス中に生成されたすべてのイベント ] オプション * を選択します。
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メンテナンス時間のすべてのセッションとすべてのクラスタを対象に、過去 7 日間にトリガーされたイ
ベントのリストが表示されます。

3. 1 つのクラスタに複数のメンテナンス時間がある場合は、 * Triggered Time * カレンダーアイコンをクリ
ックして、表示するメンテナンス期間イベントの期間を選択できます。

ホストシステムリソースイベントの管理

Unified Manager には、 Unified Manager がインストールされているホストシステムでの
リソースの問題を監視するサービスが用意されています。ディスクスペースが不足して
いる場合やホストシステムでメモリが不足している場合など、管理ステーションイベン
トがトリガーされて UI 上部にバナーメッセージとして表示されることがあります。

管理ステーションイベントは、 Unified Manager がインストールされているホストシステムを含む問題を示し
ます。管理ステーションの問題には、たとえば、ホストシステムでのディスクスペースの不足、 Unified

Manager での定期的なデータ収集サイクルの失敗、次の収集ポーリングが開始されたことによる統計分析の
完了または完了の遅れなどがあります。

Unified Manager の他のイベントメッセージとは異なり、管理ステーション固有の警告イベントと重大イベン
トはバナーメッセージで表示されます。

ステップ

1. 管理ステーションイベント情報を表示するには、次の操作を実行します。

状況 手順

イベントの詳細を表示します イベントバナーをクリックして、問題の推奨ソリュ
ーションを含むイベントの詳細ページを表示しま
す。

管理ステーションのすべてのイベントを表示します a. 左側のナビゲーションペインで、 * イベント管
理 * をクリックします。

b. Event Management インベントリページの
Filters ペインで、 Source Type リストの
Management Station のボックスをクリックし
ます。

イベントに関する詳細情報

イベントに関する概念を理解しておくと、クラスタおよびクラスタオブジェクトを効率
的に管理し、アラートを適切に定義できるようになります。

イベントの状態の定義

イベントの状態を確認すると、対処が必要かどうかを特定するのに役立ちます。イベン
トの状態は、「新規」、「確認済み」、「解決済み」、「廃止」のいずれかです。「新
規」と「確認済み」のイベントの両方がアクティブなイベントとみなされます。
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イベントの状態は次のとおりです。

• * 新 *

新しいイベントの状態。

• * 承認済み *

イベントを確認したときの状態。

• * 解決済み *

イベントが解決済みとマークされたときの状態。

• * 廃止 *

イベントが自動的に修正されたとき、またはイベントの原因が無効になったときの状態。

廃止状態のイベントを確認または解決することはできません。

イベントのさまざまな状態の例

次の例は、手動および自動でイベントの状態が変化する様子を示しています。

「 Cluster Not Reachable 」イベントがトリガーされると、イベントの状態は「 New 」になります。イベン
トを確認すると、イベントの状態は「確認済み」に変わります。適切な方法で対処したら、イベントを解決済
みとしてマークする必要があります。その後、イベントの状態が「解決済み」に変わります。

「クラスタに到達できません」イベントが生成された原因が停電であった場合は、電源が復旧すると、管理者
の介入なしでクラスタが起動します。そのため、「クラスタに到達できません」イベントは有効でなくなり、
イベントの状態が次回の監視サイクルで「廃止」に変わります。

Unified Manager では、イベントが「 Obsolete 」または「 Resolved 」の状態になるとアラートを送信しま
す。アラートの E メールの件名と内容に、イベントの状態に関する情報が記載されます。SNMP トラップに
は、イベントの状態に関する情報も含まれます。

概要のイベントの重大度タイプ

イベントには、対処する際の優先度を判別できるように、それぞれ重大度タイプが関連
付けられています。

• * 重要 *

問題が発生しており、すぐに対処しないとサービスが停止する可能性があります。

パフォーマンスに関する重大イベントは、ユーザ定義のしきい値からのみ生成されます。

• * エラー *

イベントソースは実行中ですが、サービスの停止を回避するために対処が必要です。
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• * 警告 *

イベントソースに注意が必要なアラートが発生したか、クラスタオブジェクトのパフォーマンスカウンタ
が正常な範囲から外れており、重大な問題にならないように監視が必要です。この重大度のイベントでは
原因サービスは停止しません。早急な対処も不要です。

パフォーマンスに関する警告イベントは、ユーザ定義のしきい値、システム定義のしきい値、または動的
なしきい値から生成されます。

• * 情報 *

新しいオブジェクトが検出されたときやユーザ操作が実行されたときに発生します。たとえば、ストレー
ジオブジェクトが削除された場合や設定に変更があった場合は、情報タイプの重大度のイベントが生成さ
れます。

情報イベントは、設定の変更が検出されたときに ONTAP から直接送信されます。

イベントの影響レベルの概要

イベントには、対処する際の優先度を判別できるように、それぞれに影響レベル（イン
シデント、リスク、イベント、またはアップグレード）が関連付けられています。

• * インシデント *

インシデ原因ントは、クラスタによるクライアントへのデータの提供の停止やデータを格納するスペース
の不足を発生させることができる一連のイベントです。影響レベルが「インシデント」のイベントは、最
も重大度が高く、サービスの停止を回避するためにすぐに対処する必要があります。

• * リスク *

リスクは、原因クラスタによるクライアントへのデータの提供の停止やデータを格納するスペースの不足
を引き起こす可能性がある一連のイベントです。影響レベルが「リスク」のイベントは、原因サービスの
停止につながる可能性があります。対処が必要な場合があります。

• * イベント *

イベントは、ストレージオブジェクトとその属性の状態やステータスの変化を示します。影響レベルが「
イベント」のイベントは情報提供を目的としたものであり、対処は必要ありません。

• * アップグレード *

アップグレードイベントは、 Active IQ プラットフォームから報告される特定のタイプのイベントです。
これらのイベントは、 ONTAP ソフトウェア、ノードファームウェア、またはオペレーティングシステム
ソフトウェア（セキュリティアドバイザリ用）のアップグレードが必要な問題を示します。これらの問題
については、すぐに対処が必要なものもあれば、スケジュールされた次回のメンテナンスまで待てるもの
もあります。

イベントの影響領域の概要

イベントは、 6 つの影響領域（可用性、容量、構成、パフォーマンス、保護、 および
security ）を使用して、管理者が担当するタイプのイベントに集中できるようにしま
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す。

• * 利用可能性 *

可用性イベントは、ストレージオブジェクトがオフラインになった場合、プロトコルサービスが停止した
場合、ストレージフェイルオーバーを実行した問題が発生した場合、ハードウェアで問題が実行された場
合に通知するイベントです。

• * 容量 *

容量イベントは、アグリゲート、ボリューム、 LUN 、またはネームスペースのサイズがしきい値に近づ
いているか達した場合、または環境の通常の増加率とかけ離れている場合に通知するイベントです。

• * コンフィグレーション *

構成イベントは、ストレージオブジェクトの検出、削除、追加、または名前変更について通知するイベン
トです。構成イベントの影響レベルは「イベント」、重大度タイプは「情報」です。

• * パフォーマンス *

パフォーマンスイベントは、監視対象のストレージオブジェクトにおけるデータストレージの入力速度や
取得速度に悪影響を及ぼす可能性がある、クラスタのリソース、設定、または処理の状況について通知す
るイベントです。

• * 保護 *

保護イベントは、 SnapMirror 関係に関するインシデントやリスク、デスティネーションの容量の問題、
SnapVault 関係の問題、または保護ジョブの問題について通知するイベントです。セカンダリボリューム
および保護関係をホストする ONTAP オブジェクト（アグリゲート、ボリューム、および SVM ）は、い
ずれもこの影響領域に分類されます。

• * セキュリティ *

セキュリティイベントは、で定義されたパラメータに基づいて、 ONTAP クラスタ、 Storage Virtual

Machine （ SVM ）、およびボリュームのセキュリティがどの程度確保されるかを通知します "『 ONTAP

9 セキュリティ設定ガイド』"。

また、この領域には、 Active IQ プラットフォームから報告されるアップグレードイベントも含まれま
す。

オブジェクトステータスの計算方法

オブジェクトステータスは、現在の状態が「新規」または「確認済み」の最も重大度の
高いイベントによって決まります。たとえば、オブジェクトステータスが Error の場合
は、オブジェクトのいずれかのイベントの重大度タイプが Error となっています。イベ
ントに対処すると、イベントの状態は Resolved になります。

動的なパフォーマンスイベントチャートの詳細

動的なパフォーマンスイベントの場合、イベントの詳細ページのシステム診断セクショ
ンに、競合状態のクラスタコンポーネントのレイテンシまたは使用量が最も高い上位の
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ワークロードが表示されます。

パフォーマンス統計は、パフォーマンスイベントが検出されてからイベントが最後に分析されるまでの時間に
基づいています。このグラフには、競合状態のクラスタコンポーネントの過去のパフォーマンス統計も表示さ
れます。

たとえば、コンポーネントの利用率が高いワークロードを特定して、利用率が低いコンポーネントに移動する
ワークロードを特定できます。ワークロードを移動すると、現在のコンポーネントでの作業量が減り、コンポ
ーネントの競合状態が解消する可能性があります。このセクションの上部には、イベントが検出されて最後に
分析された時刻と日付の範囲が表示されます。アクティブなイベント（新規または確認済みのイベント）の場
合は、最後に分析された時刻が更新されます。

レイテンシとアクティビティのグラフにカーソルを合わせると、上位のワークロードの名前が表示されます。
グラフの右側にあるワークロードのタイプメニューをクリックすると、イベントでのワークロードのロールに
基づいてワークロードをソートできます。これには、 _Shark 、 _Bully 、 _Victim の各ワークロードのレイテ
ンシと競合しているクラスタコンポーネントでの使用状況の詳細が表示されます。実際の値と想定値を比較し
て、ワークロードがレイテンシまたは使用量の想定範囲を外れたタイミングを確認できます。詳細について
は、を参照してください "Unified Manager で監視されるワークロードのタイプ"。

レイテンシのピーク偏差でソートする場合は、システム定義のワークロードがテーブルに表示
されません。これは、レイテンシがユーザ定義のワークロードにのみ適用されるためです。レ
イテンシの値が小さいワークロードはこのテーブルに表示されません。

動的なパフォーマンスしきい値の詳細については、を参照してください "動的なパフォーマンスしきい値で生
成されたイベントを分析する"。

Unified Managerでワークロードをランク付けしてソート順序を決定する方法については、を参照してくださ
い "Unified Manager がイベントによるパフォーマンスへの影響を判定する仕組み"。

グラフ内のデータには、イベントが最後に分析されるまでの 24 時間のパフォーマンス統計が示されます。各
ワークロードの実際の値と想定値は、ワークロードがイベントに関連した時刻に基づいています。たとえば、
イベントの検出後にワークロードがイベントに関連した可能性があるため、そのパフォーマンス統計がイベン
ト検出時の値と一致しないことがあります。デフォルトでは、レイテンシのピーク（最大）偏差でワークロー
ドがソートされます。

Unified Manager では 5 分ごとのパフォーマンスとイベントの履歴データが最大 30 日分保持さ
れるため、 30 日前より古いイベントの場合、パフォーマンスデータは表示されません。

• * ワークロードソート列 *

◦ * レイテンシグラフ *

前回の分析中の、ワークロードのレイテンシに対するイベントの影響が表示されます。

◦ * コンポーネント使用状況列 *

競合状態のクラスタコンポーネントのワークロードの使用量に関する詳細が表示されます。グラフで
は、実際の使用量は青い線で表示されます。検出時刻から最後に分析された時刻までのイベント期間
が赤いバーで強調表示されます。詳細については、を参照してください "ワークロードのパフォーマン
スの測定値"。
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ネットワークコンポーネントの場合は、クラスタ以外のアクティビティに基づいてネット
ワークパフォーマンス統計が作成されるため、この列は表示されません。

◦ * コンポーネント使用率 *

QoS ポリシーグループコンポーネントのネットワーク処理、データ処理、および集約コンポーネント
の使用率の履歴、またはアクティビティの履歴をパーセント単位で表示します。ネットワークコンポ
ーネントまたはインターコネクトコンポーネントについては、このグラフは表示されません。統計に
カーソルを合わせると、特定の時点における使用状況を表示できます。

◦ * 書き込み MBps の合計履歴 *

MetroCluster のリソースコンポーネントの場合にのみ、 MetroCluster 構成のパートナークラスタにミ
ラーリングされるすべてのボリュームワークロードについて、書き込みスループットの合計が 1 秒あ
たりのメガバイト数（ MBps ）で表示されます。

◦ * イベント履歴 *

競合状態のコンポーネントの過去のイベントを示す赤い影付きの線が表示されます。廃止イベントの
場合は、選択したイベントが検出される前に発生したイベントと解決後のイベントがグラフに表示さ
れます。

Unified Manager によって設定の変更が検出されました

Unified Manager では、クラスタの構成の変更が監視され、それが原因で発生したパフォ
ーマンスイベントがないかどうかを判断できます。パフォーマンスエクスプローラのペ
ージには、変更イベントアイコン（ ）をクリックして、変更が検出された日時を示し
ます。

パフォーマンスエクスプローラのページおよびワークロード分析ページでパフォーマンスチャートを確認し
て、変更イベントが選択したクラスタオブジェクトのパフォーマンスに影響したかどうかを確認できます。パ
フォーマンスイベントとほぼ同時に変更が検出された場合、その変更が問題にもたらした可能性があり、イベ
ントのアラートがトリガーされた可能性があります。

Unified Manager では次の変更イベントを検出できます。これらは情報イベントに分類されます。

• ボリュームがアグリゲート間で移動されたとき。

移動が開始されたとき、完了したとき、または失敗したときに Unified Manager で検出されます。ボリュ
ームの移動中に Unified Manager が停止していた場合は、稼働状態に戻ったあとにボリュームの移動が検
出され、対応する変更イベントが表示されます。

• 1 つ以上の監視対象ワークロードを含む QoS ポリシーグループのスループット（ MBps または IOPS ）
の制限が変更されたとき。

ポリシーグループ制限を変更原因すると、レイテンシ（応答時間）が一時的に長くなることがあり、ポリ
シーグループのイベントがトリガーされる可能性もあります。レイテンシは徐々に正常に戻り、発生した
イベントは廃止状態になります。

• HA ペアのノードのストレージがパートナーノードにテイクオーバーまたはギブバックされたとき。
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テイクオーバー、部分的なテイクオーバー、またはギブバックの処理が完了したときに Unified Manager

で検出されます。ノードのパニック状態が原因で発生したテイクオーバーは Unified Manager では検出さ
れません。

• ONTAP のアップグレード処理またはリバート処理が完了しました。

以前のバージョンと新しいバージョンが表示されます。

イベントおよび重大度タイプのリスト

リストに表示されるイベントを使用して、イベントのカテゴリと名前、および Unified

Manager に表示される各イベントの重大度タイプを確認することができます。イベント
は、オブジェクトカテゴリごとにアルファベット順に一覧表示されます。

アグリゲートイベント

アグリゲートイベントは、アグリゲートのステータス情報を提供します。これにより、
潜在的な問題を監視できます。影響範囲別にイベントがまとめられ、イベント名とトラ
ップ名、影響レベル、ソースタイプ、および重大度が表示されます。

影響範囲：可用性

アスタリスク（ * ）は、 Unified Manager イベントに変換された EMS イベントを示します。

イベント名（トラップ名
）

影響レベル ソースタイプ 重大度

アグリゲートがオフライ
ン（ Document

EvtAggregateStateOffline
）

インシデント アグリゲート 重要

アグリゲートが失敗しま
した（ Document

EvtAggregateStateFailed
）

インシデント アグリゲート 重要

集約は制限されています
(DocumentEvtAggregateS

tateRestricted)

リスク アグリゲート 警告

アグリゲートの再構築（
Document

EvtAggregateRaidStateR

econstructing ）

リスク アグリゲート 警告
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イベント名（トラップ名
）

影響レベル ソースタイプ 重大度

アグリゲートがデグレー
ド状態になりました（
Document

EvtAggregateRaidStateD

egraded ）

リスク アグリゲート 警告

クラウド階層に部分的に
到達可能（ドキュメント
イベントクラウド階層へ
の到達不能）

リスク アグリゲート 警告

クラウド階層に到達不能
（ Document

EventCloudTierUnreacha

ble ）

リスク アグリゲート エラー

アグリゲートの再配置で
クラウド階層へのアクセ
ス拒否 * （
arlNetraCaCheckFailed ）

リスク アグリゲート エラー

ストレージフェイルオー
バー時のアグリゲートの
再配置でクラウド階層へ
のアクセス拒否 * （
gbNetraCaCheckFailed ）

リスク アグリゲート エラー

MetroCluster の残りのア
グリゲート（ ocument

MetroClusterAggregateLe

ftBehind ）

リスク アグリゲート エラー

MetroCluster アグリゲー
トのミラーリングがデグ
レード状態になる（
Document

EvtMetroClusterAggregat

eMirroring Degraded ）

リスク アグリゲート エラー

影響範囲：容量
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イベント名（トラップ名
）

影響レベル ソースタイプ 重大度

アグリゲートスペースが
ほぼフル（ Document

EvtAggregateNearlyFull
）

リスク アグリゲート 警告

アグリゲートスペースが
フル（ Document

EvtAggregateFull ）

リスク アグリゲート エラー

アグリゲートのフルまで
の日数（ Document

EvtAggregateDaysUntilFu

llSoon ）

リスク アグリゲート エラー

アグリゲートがオーバー
コミット（ Document

EvtAggregateOvercommit

ted ）

リスク アグリゲート エラー

アグリゲートがほぼオー
バーコミット（
Document

EvtAggregateAlmostOver

committed ）

リスク アグリゲート 警告

アグリゲートの Snapshot

リザーブがフル（
Document

EvtAggregateSnapReserv

eFull ）

リスク アグリゲート 警告

アグリゲートの増加率が
異常（ Document

EvtAggregateGrowthRate

Abnormal ）

リスク アグリゲート 警告

影響範囲：構成

イベント名（トラップ名
）

影響レベル ソースタイプ 重大度

アグリゲートを検出（該
当なし）

イベント アグリゲート 情報

アグリゲートの名前を変
更（該当なし）

イベント アグリゲート 情報
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イベント名（トラップ名
）

影響レベル ソースタイプ 重大度

アグリゲートが削除され
ました（該当なし）

イベント ノード 情報

影響範囲：パフォーマンス

イベント名（トラップ名
）

影響レベル ソースタイプ 重大度

アグリゲート IOPS の重
大しきい値を超過（
Document

AggregateIopsIncident ）

インシデント アグリゲート 重要

アグリゲート IOPS の警
告しきい値を超過（
DocumentAggregateIops

Warning ）

リスク アグリゲート 警告

アグリゲート MBps の重
大しきい値を超過（
Document

AggregateMbpsIncident
）

インシデント アグリゲート 重要

アグリゲート MBps の警
告しきい値を超過（
Document

AggregateMbpsWarning
）

リスク アグリゲート 警告

アグリゲートレイテンシ
の重大しきい値を超過（
Document

AggregateLatencyIncident

）

インシデント アグリゲート 重要

アグリゲートレイテンシ
の警告しきい値を超過（
DocumentAggregateLaten

cyWarning ）

リスク アグリゲート 警告

アグリゲート使用済みパ
フォーマンス容量の重大
しきい値を超過（「
AggregatePerfCapacityUs

edIncident 」）

インシデント アグリゲート 重要

28



イベント名（トラップ名
）

影響レベル ソースタイプ 重大度

アグリゲート使用済みパ
フォーマンス容量の警告
しきい値を超過（「
AggregatePerfCapacityUs

edWarning 」）

リスク アグリゲート 警告

アグリゲート利用率の重
大しきい値を超過（
Document

AggregateUtilizationIncide

nt ）

インシデント アグリゲート 重要

アグリゲート利用率の警
告しきい値を超過（
Document

AggregateUtilizationWarni

ng ）

リスク アグリゲート 警告

利用率の高いアグリゲー
トディスクのしきい値を
超過（ Document

AggregateDisksOverUtiliz

edWarning ）

リスク アグリゲート 警告

アグリゲート動的しきい
値を超過（
DocumentAggregateDyna

micEventWarning ）

リスク アグリゲート 警告

クラスタイベント

クラスタイベントは、クラスタのステータスに関する情報を提供します。これにより、
クラスタの潜在的な問題を監視できます。影響範囲別にイベントがまとめられ、イベン
ト名、トラップ名、影響レベル、ソースタイプ、および重大度が表示されます。

影響範囲：可用性

アスタリスク（ * ）は、 Unified Manager イベントに変換された EMS イベントを示します。

イベント名（トラップ名
）

影響レベル ソースタイプ 重大度

クラスタにスペアディス
クなし（ Document

EvtDisksNoSpares ）

リスク クラスタ 警告
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イベント名（トラップ名
）

影響レベル ソースタイプ 重大度

クラスタに到達できませ
ん（ Document

EvtClusterUnreachable ）

リスク クラスタ エラー

クラスタの監視に失敗し
ました（ Document

EvtClusterMonitoringFaile

d ）

リスク クラスタ 警告

クラスタの FabricPool ラ
イセンス容量制限を超過
（ Document

EvtExternalCapacityTierS

paceFull ）

リスク クラスタ 警告

NVMF の猶予期間 - 開始 *

（
nvmetfGracePeriodStart
）

リスク クラスタ 警告

NVMF の猶予期間 - アク
ティブ * （
nvmetfGracePeriodActive
）

リスク クラスタ 警告

NVMF の猶予期間 - 終了 *

（
nvmetfGracePeriodExpire

d ）

リスク クラスタ 警告

オブジェクトのメンテナ
ンス時間が開始されまし
た
(objectMaintenanceWindo

wStarted)

イベント クラスタ 重要

オブジェクトのメンテナ
ンス時間が終了しました
（
objectMaintenanceWindo

wEnded ）

イベント クラスタ 情報

MetroCluster のスペアデ
ィスクが残されている（
ocument

EvtSpareDiskLeftBehind
）

リスク クラスタ エラー
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イベント名（トラップ名
）

影響レベル ソースタイプ 重大度

MetroCluster の自動計画
外スイッチオーバーが無
効（ Document

EvtMccAutomaticUnplann

edSwitchOverDisabled ）

リスク クラスタ 警告

クラスタユーザパスワー
ドが変更されました * （
cluster.passwd.changed
）

イベント クラスタ 情報

影響範囲：容量

イベント名（トラップ名
）

影響レベル ソースタイプ 重大度

クラスタ容量の不均衡し
きい値を超過（ドキュメ
ント「
ConformanceNodeImbala

nceWarning 」）

リスク クラスタ 警告

クラスタのクラウド階層
の計画（
clusterCloudTierPlaningW

arning ）

リスク クラスタ 警告

FabricPool ミラーレプリ
ケーションの再同期が完
了 * （
waflCaResyncComplete
）

イベント クラスタ 警告

FabricPool スペースがほ
ぼフル * （
fabricpoolNearlyFull ）

リスク クラスタ エラー

影響範囲：構成

イベント名（トラップ名
）

影響レベル ソースタイプ 重大度

ノードが追加されました
（該当なし）

イベント クラスタ 情報
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イベント名（トラップ名
）

影響レベル ソースタイプ 重大度

ノードが削除されました
（該当なし）

イベント クラスタ 情報

クラスタが削除されまし
た（該当なし）

イベント クラスタ 情報

クラスタの追加に失敗（
該当なし）

イベント クラスタ エラー

クラスタ名が変更されま
した（該当なし）

イベント クラスタ 情報

緊急の EMS を受信（該
当なし）

イベント クラスタ 重要

重大な EMS を受信（該
当なし）

イベント クラスタ 重要

アラートの EMS を受信
（該当なし）

イベント クラスタ エラー

エラーの EMS を受信（
該当なし）

イベント クラスタ 警告

警告の EMS を受信（該
当なし）

イベント クラスタ 警告

デバッグの EMS を受信
（該当なし）

イベント クラスタ 警告

通知の EMS を受信（該
当なし）

イベント クラスタ 警告

情報の EMS を受信（該
当なし）

イベント クラスタ 警告

ONTAP EMS イベントは、 Unified Manager イベントの 3 つの重大度レベルに分類されます。

Unified Manager イベントの重大度レベル ONTAP EMS イベントの重大度レベル

重要 緊急

重要
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エラー アラート

警告 エラー

警告

デバッグ

注意

情報

影響範囲：パフォーマンス

イベント名（トラップ名
）

影響レベル ソースタイプ 重大度

クラスタ負荷の不均衡し
きい値を超過（）

リスク クラスタ 警告

クラスタ IOPS の重大し
きい値を超過（ドキュメ
ント ClusterIopsIncident
）

インシデント クラスタ 重要

クラスタ IOPS の警告し
きい値を超過（ドキュメ
ントクラスタ警告）

リスク クラスタ 警告

クラスタ MBps の重大し
きい値を超過（ドキュメ
ント ClusterMbpsIncident
）

インシデント クラスタ 重要

クラスタ MBps の警告し
きい値を超過（ドキュメ
ントクラスタの警告）

リスク クラスタ 警告

クラスタ動的しきい値を
超過（
DocumentClusterDynamic

EventWarning ）

リスク クラスタ 警告

影響範囲：セキュリティ
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イベント名（トラップ名
）

影響レベル ソースタイプ 重大度

AutoSupport HTTPS 転送
が無効になっています（
ドキュメント
ASUPHttpsConfiguredDis

abled ）

リスク クラスタ 警告

ログ転送が暗号化されて
いない（
ocClusterAuditLogUnencr

ypted ）

リスク クラスタ 警告

デフォルトのローカル管
理者ユーザーが有効にな
っています（
ocClusterDefaultAdminEn

abled ）

リスク クラスタ 警告

FIPS モードが無効になっ
ています（ドキュメント
ClusterFipsDisabled ）

リスク クラスタ 警告

ログインバナーが無効に
なっています（ドキュメ
ント
ClusterLoginBannerDisabl

ed ）

リスク クラスタ 警告

ログインバナーが変更さ
れました
(DocumentClusterLoginB

annerChanged)

リスク クラスタ 警告

ログ転送先が変更されま
した
(DocumentLogForwardDe

stinationsChanged)

リスク クラスタ 警告

NTP サーバー名が変更さ
れました（ Document

NtpServerNamesChange

d ）

リスク クラスタ 警告

NTP サーバ数が少ない（
securityConfigNTPServer

CountLowRisk ）

リスク クラスタ 警告
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イベント名（トラップ名
）

影響レベル ソースタイプ 重大度

クラスタピア通信が暗号
化されていない（
Document

ClusterPeerEncryptionDis

abled ）

リスク クラスタ 警告

SSH でセキュアでない暗
号を使用（ ocClusterSSH

セキュア でない）

リスク クラスタ 警告

Telnet プロトコルが有効
になっている（
ocClusterTelnetEnabled
）

リスク クラスタ 警告

一部の ONTAP ユーザア
カウントのパスワードで
安全性の低い MD5 ハッシ
ュ関数を使用しています
（ドキュメント
ClusterMD5PasswordHas

hUsed ）

リスク クラスタ 警告

クラスタで自己署名証明
書（ドキュメント
ClusterSelfSignedCertifica

te ）を使用する

リスク クラスタ 警告

クラスタのリモートシェ
ルが有効になっています
（ Document

ClusterRshDisabled ）

リスク クラスタ 警告

クラスタ証明書の有効期
限が近づいています
（DocumentEvtClusterCe

rtificateAboutToExpire）

リスク クラスタ 警告

クラスタ証明書の有効期
間が終了しました（ドキ
ュメント
のEvtClusterCertificateEx

pired）

リスク クラスタ エラー
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ディスクイベント

ディスクのイベントは、ディスクのステータス情報を提供します。これにより、潜在的
な問題を監視できます。影響範囲別にイベントがまとめられ、イベント名とトラップ
名、影響レベル、ソースタイプ、および重大度が表示されます。

影響範囲：可用性

イベント名（トラップ名
）

影響レベル ソースタイプ 重大度

フラッシュディスク - ス
ペアブロックがほぼ使用
されています（
Document

EvtClusterFlashDiskFewe

rSpareBlockError ）

リスク クラスタ エラー

フラッシュディスク - ス
ペアブロックなし（
Document

EvtClusterFlashDiskNoSp

areBlockCritical ）

インシデント クラスタ 重要

一部の未割り当てディス
ク（ Document

EvtClusterUnassignedDis

ksome ）

リスク クラスタ 警告

一部のディスクで障害が
発生しました（
Document

EvtDisksSomeFailed ）

インシデント クラスタ 重要

エンクロージャのイベント

エンクロージャのイベントは、データセンター内のディスクシェルフエンクロージャの
ステータス情報を提供します。これにより、潜在的な問題を監視できます。影響範囲別
にイベントがまとめられ、イベント名とトラップ名、影響レベル、ソースタイプ、およ
び重大度が表示されます。

影響範囲：可用性
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イベント名（トラップ名
）

影響レベル ソースタイプ 重大度

ディスクシェルフのファ
ンに障害が発生しました
（ドキュメントシェルフ
のファンに障害が発生し
ました）

インシデント ストレージシェルフ 重要

ディスクシェルフの電源
装置に障害が発生しまし
た（ドキュメントエヴァ
ティシェルフの電源装置
に障害が発生しました）

インシデント ストレージシェルフ 重要

ディスクシェルフマルチ
パスが設定されていませ
ん（ ocument

Connectivity

NotInMultiPath ）

このイベントは次のもの
には適用されません。

• MetroCluster 構成の
クラスタ

• FAS2554 、 FAS2552

、 FAS2520 、および
FAS2240 のプラット
フォーム

リスク ノード 警告

ディスクシェルフパスの
障害（
ocumentDiskShelfConnec

tivityPathFailure ）

リスク ストレージシェルフ 警告

影響範囲：構成

イベント名（トラップ名
）

影響レベル ソースタイプ 重大度

ディスクシェルフを検出
（該当なし）

イベント ノード 情報

ディスクシェルフが取り
外されました（該当なし
）

イベント ノード 情報
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ファンのイベント

ファンのイベントは、データセンター内のノードのファンのステータス情報を提供しま
す。これにより、潜在的な問題を監視できます。影響範囲別にイベントがまとめられ、
イベント名とトラップ名、影響レベル、ソースタイプ、および重大度が表示されます。

影響範囲：可用性

イベント名（トラップ名
）

影響レベル ソースタイプ 重大度

1 つ以上のファンに障害
が発生しました ( ドキュ
メント
EvtFansOneOrMoreFailed

)

インシデント ノード 重要

フラッシュカードイベント

フラッシュカードのイベントは、データセンター内のノードに取り付けられているフラ
ッシュカードのステータス情報を提供します。これにより、潜在的な問題を監視できま
す。影響範囲別にイベントがまとめられ、イベント名とトラップ名、影響レベル、ソー
スタイプ、および重大度が表示されます。

影響範囲：可用性

イベント名（トラップ名
）

影響レベル ソースタイプ 重大度

フラッシュカードはオフ
ライン（ドキュメント：
FlashCardOffline ）

インシデント ノード 重要

inode イベント

inode イベントは、 inode がフルまたはほぼフルになったことを通知します。これによ
り、潜在的な問題を監視できます。影響範囲別にイベントがまとめられ、イベント名と
トラップ名、影響レベル、ソースタイプ、および重大度が表示されます。

影響範囲：容量

イベント名（トラップ名
）

影響レベル ソースタイプ 重大度

inode がほぼフル（
Document

EvtInodesAlmostFull ）

リスク ボリューム 警告
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イベント名（トラップ名
）

影響レベル ソースタイプ 重大度

inode がフル（ドキュメ
ントのノードがフル）

リスク ボリューム エラー

ネットワークインターフェイス（ LIF ）イベント

ネットワークインターフェイスイベントは、ネットワークインターフェイス（ LIF ）の
ステータス情報を提供します。これにより、潜在的な問題を監視できます。影響範囲別
にイベントがまとめられ、イベント名とトラップ名、影響レベル、ソースタイプ、およ
び重大度が表示されます。

影響範囲：可用性

イベント名（トラップ名
）

影響レベル ソースタイプ 重大度

ネットワークインターフ
ェイスのステータスが停
止しています（
DocumentEvtLifStatusDo

wn ）

リスク インターフェイス エラー

FC / FCoE ネットワーク
インターフェイスのステ
ータスが停止（
Document

EvtFCLifStatusDown ）

リスク インターフェイス エラー

ネットワークインターフ
ェイスのフェールオーバ
ーができません（
DocumentEvtLifFailoverN

otPossible ）

リスク インターフェイス 警告

ホームポートにないネッ
トワークインタフェース
(DocumentEvtLifNotAtHo

mePort)

リスク インターフェイス 警告

影響範囲：構成
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イベント名（トラップ名
）

影響レベル ソースタイプ 重大度

ネットワークインターフ
ェイスのルートが設定さ
れていません（該当なし
）

イベント インターフェイス 情報

影響範囲：パフォーマンス

イベント名（トラップ名
）

影響レベル ソースタイプ 重大度

ネットワークインターフ
ェイス MBps の重大しき
い値を超過（文書
NetworkLifMbpsIncident
）

インシデント インターフェイス 重要

ネットワークインターフ
ェイス MBps の警告しき
い値を超過（文書ネット
ワーク LifMbpsWarning
）

リスク インターフェイス 警告

FC ネットワークインター
フェイス MBps の重大し
きい値を超過（ドキュメ
ント FcpLifMbpsIncident
）

インシデント インターフェイス 重要

FC ネットワークインター
フェイス MBps の警告し
きい値を超過（ドキュメ
ント FcpLifMbpsWarning
）

リスク インターフェイス 警告

NVMf FC ネットワークイ
ンターフェイス MBps の
重大しきい値を超過（ド
キュメント
NvmfFcLifMbpsIncident
）

インシデント インターフェイス 重要

NVMf FC ネットワークイ
ンターフェイス MBps の
警告しきい値を超過（ド
キュメント
NvmfFcLifMbpsWarning
）

リスク インターフェイス 警告
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LUN イベント

LUN イベントは、 LUN のステータス情報を提供します。これにより、潜在的な問題を
監視できます。影響範囲別にイベントがまとめられ、イベント名とトラップ名、影響レ
ベル、ソースタイプ、および重大度が表示されます。

影響範囲：可用性

アスタリスク（ * ）は、 Unified Manager イベントに変換された EMS イベントを示します。

イベント名（トラップ名
）

影響レベル ソースタイプ 重大度

LUN オフライン（
Document EvtLunOffline
）

インシデント LUN 重要

LUN を破棄 * （
lunDestroy ）

イベント LUN 情報

igroup でサポートされて
いないオペレーティング
・システムにマッピング
された LUN （
igroupUnsupportedOsTyp

e ）

インシデント LUN 警告

LUN にアクセスするため
のアクティブなパスが 1

つ（ ocument

EvtLunSingleActivePath
）

リスク LUN 警告

LUN にアクセスするため
のアクティブなパスがあ
りません（ Document

EvtLunNotReachable ）

インシデント LUN 重要

LUN にアクセスするため
の最適化されたパスがあ
りません（ Document

EvtLunOptimizedPathInac

tive ）

リスク LUN 警告

HA パートナーから LUN

にアクセスするためのパ
スがない（ Document

EvtLunHaPathInactive ）

リスク LUN 警告
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イベント名（トラップ名
）

影響レベル ソースタイプ 重大度

HA ペアの一方のノードか
ら LUN にアクセスするた
めのパスがありません（
ocumentEvtLunNodePath

StatusDown ）

リスク LUN エラー

影響範囲：容量

イベント名（トラップ名
）

影響レベル ソースタイプ 重大度

LUN Snapshot コピー用
の十分なスペースがあり
ません（ ocument

LunSnapshotNotPossible
）

リスク ボリューム 警告

影響範囲：構成

イベント名（トラップ名
）

影響レベル ソースタイプ 重大度

igroup でサポートされて
いないオペレーティング
・システムにマッピング
された LUN （
igroupUnsupportedOsTyp

e ）

リスク LUN 警告

影響範囲：パフォーマンス

イベント名（トラップ名
）

影響レベル ソースタイプ 重大度

LUN IOPS の重大しきい
値を超過（
ocLunIopsIncident ）

インシデント LUN 重要

LUN IOPS の警告しきい
値を超過（
ocLunIopsWarning ）

リスク LUN 警告

LUN MBps の重大しきい
値を超過（
ocLunMbpsIncident ）

インシデント LUN 重要
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イベント名（トラップ名
）

影響レベル ソースタイプ 重大度

LUN MBps の警告しきい
値を超過（
ocLunMbpsWarning ）

リスク LUN 警告

LUN レイテンシミリ秒 /

処理の重大しきい値を超
過（ Document

LunLatencyIncident ）

インシデント LUN 重要

LUN レイテンシミリ秒 /

処理の警告しきい値を超
過（
ocumentLunLatencyWarni

ng ）

リスク LUN 警告

LUN レイテンシ / LUN

IOPS の重大しきい値を超
過（
ocLunLatencyIopsIncident

）

インシデント LUN 重要

LUN レイテンシ / LUN

IOPS の警告しきい値を超
過（ Document

LunLatencyIopsWarning
）

リスク LUN 警告

LUN レイテンシ / LUN

MBps の重大しきい値を
超過（
ocLunLatencyMbpsIncide

nt ）

インシデント LUN 重要

LUN レイテンシ / LUN

MBps の警告しきい値を
超過（
ocLunLatencyMbpsWarni

ng ）

リスク LUN 警告

LUN レイテンシ / アグリ
ゲート使用済みパフォー
マンス容量の重大しきい
値を超過（
ocLunLatencyAggregateP

erfCapacityUsedIncident
）

インシデント LUN 重要
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イベント名（トラップ名
）

影響レベル ソースタイプ 重大度

LUN レイテンシ / アグリ
ゲート使用済みパフォー
マンス容量の警告しきい
値を超過（
ocLunLatencyAggregateP

erfCapacityUsedWarning
）

リスク LUN 警告

LUN レイテンシ / アグリ
ゲート利用率の重大しき
い値を超過（
ocLunLatencyAggregateU

tilizationIncident ）

インシデント LUN 重要

LUN レイテンシ / アグリ
ゲート利用率の警告しき
い値を超過（
ocLunLatencyAggregateU

tilizationWarning ）

リスク LUN 警告

LUN レイテンシ / ノード
の使用済みパフォーマン
ス容量の重大しきい値を
超過（
ocLunLatencyNodePerfC

apacityUsedIncident ）

インシデント LUN 重要

LUN レイテンシ / ノード
の使用済みパフォーマン
ス容量の警告しきい値を
超過（ Document

LunLatencyNodePerfCap

acityUsedWarning ）

リスク LUN 警告

LUN レイテンシ / ノード
使用済みパフォーマンス
容量 - テイクオーバーの
重大しきい値を超過（
Document

LunLatencyAggregatePerf

CapacityUsedTakeoverIn

cident ）

インシデント LUN 重要
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イベント名（トラップ名
）

影響レベル ソースタイプ 重大度

LUN レイテンシ / ノード
の使用済みパフォーマン
ス容量 - テイクオーバー
の警告しきい値を超過（
Document

LunLatencyAggregatePerf

CapacityUsedTakeoverW

arning ）

リスク LUN 警告

LUN レイテンシ / ノード
利用率の重大しきい値を
超過（
ocLunLatencyNodeUtilizat

ionIncident ）

インシデント LUN 重要

LUN レイテンシ / ノード
利用率の警告しきい値を
超過（
ocLunLatencyNodeUtilizat

ionWarning ）

リスク LUN 警告

QoS LUN 最大 IOPS の警
告しきい値を超過（ドキ
ュメントの
QosLunMaxIopsWarning
）

リスク LUN 警告

QoS LUN 最大 MBps の警
告しきい値を超過（ドキ
ュメントの
QosLunMaxMbpsWarning

）

リスク LUN 警告

パフォーマンスサービス
レベルポリシーに定義さ
れたワークロードの LUN

レイテンシしきい値を超
過（ドキュメントのコン
フォーマル遅延警告）

リスク LUN 警告

管理ステーションイベント

管理ステーションイベントは、 Unified Manager がインストールされているサーバのス
テータス情報を提供します。これにより、潜在的な問題を監視できます。影響範囲別に
イベントがまとめられ、イベント名とトラップ名、影響レベル、ソースタイプ、および
重大度が表示されます。
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影響範囲：構成

イベント名（トラップ名
）

影響レベル ソースタイプ 重大度

管理サーバのディスクス
ペースがほぼフル（
Document

EvtUnifiedManagerDiskSp

aceNearlyFull ）

リスク 管理ステーション 警告

管理サーバのディスクス
ペースがフル（
Document

EvtUnifiedManagerDiskSp

aceFull ）

インシデント 管理ステーション 重要

管理サーバのメモリが減
少（ Document

EvtUnifiedManagerMemor

yLow ）

リスク 管理ステーション 警告

管理サーバのメモリがほ
とんどない（ Document

EvtUnifiedManagerMemor

yAlmostOut ）

インシデント 管理ステーション 重要

MySQL ログファイルのサ
イズが増加しました。再
起動が必要です（
Document

EvtMysqlLogFileSizeWarn

ing ）

インシデント 管理ステーション 警告

監査ログサイズ割り当て
の合計がフルになります

リスク 管理ステーション 警告

syslog サーバ証明書の有
効期限が近づいています

リスク 管理ステーション 警告

syslog サーバ証明書の有
効期限が切れました

リスク 管理ステーション エラー

監査ログファイルが改ざ
んされました

リスク 管理ステーション 警告

監査ログファイルが削除
されました

リスク 管理ステーション 警告
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イベント名（トラップ名
）

影響レベル ソースタイプ 重大度

syslog サーバ接続エラー リスク 管理ステーション エラー

syslog サーバ設定が変更
されました

イベント 管理ステーション 警告

影響範囲：パフォーマンス

イベント名（トラップ名
）

影響レベル ソースタイプ 重大度

パフォーマンスデータ分
析への影響（ Document

EvtUnifiedManagerDataMi

ssingAnalyze ）

リスク 管理ステーション 警告

パフォーマンスデータ収
集への影響（ Document

EvtUnifiedManagerDataMi

ssingCollection ）

インシデント 管理ステーション 重要

最後の 2 つのパフォーマンスイベントは、 Unified Manager 7.2 でのみ使用されていたもので
す。これらのいずれかのイベントが新規の状態で存在している場合、 Unified Manager ソフト
ウェアを新しいバージョンにアップグレードしてもイベントは自動的にパージされません。イ
ベントを手動で解決済みの状態に移行する必要があります。

MetroCluster ブリッジイベント

MetroCluster ブリッジイベントは、ブリッジのステータス情報を提供します。これによ
り、MetroCluster over FC構成の潜在的な問題を監視できます。影響範囲別にイベントが
まとめられ、イベント名とトラップ名、影響レベル、ソースタイプ、および重大度が表
示されます。

影響範囲：可用性

イベント名（トラップ名
）

影響レベル ソースタイプ 重大度

ブリッジに到達不能（
Document

EvtBridgeUnreachable ）

インシデント MetroCluster ブリッジ 重要

ブリッジの温度が異常（
Document

EvtBridgeTemperatureAb

normal ）

インシデント MetroCluster ブリッジ 重要
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MetroCluster 接続イベント

接続イベントは、クラスタのコンポーネント間の接続およびMetroCluster over FCおよ
びMetroCluster over IP構成のクラスタ間の接続に関する情報を提供します。これによ
り、潜在的な問題を監視できます。影響範囲別にイベントがまとめられ、イベント名と
トラップ名、影響レベル、ソースタイプ、および重大度が表示されます。

両方の構成で共通のイベント

これらの接続イベントは、MetroCluster over FC構成とMetroCluster over IP構成で共通です。

影響範囲：可用性

イベント名（トラップ名
）

影響レベル ソースタイプ 重大度

MetroCluster パートナー
間のすべてのリンクが停
止（ Document

EvtMetroClusterAllLinksB

etweenPartnersDown ）

インシデント MetroCluster 関係 重要

ピアリングネットワーク
経由で MetroCluster パー
トナーに到達できない（
ドキュメント
MetroCluster

PartnersNotReachableOv

erPeeringNetwork ）

インシデント MetroCluster 関係 重要

影響を受ける
MetroCluster ディザスタ
リカバリ機能（文書
MetroCluster

DRStatusImpacted ）

リスク MetroCluster 関係 重要

MetroCluster 構成がスイ
ッチオーバーされている
（
MetroClusterDRStatusImp

acted ）

リスク MetroCluster 関係 警告

MetroCluster over FC構成

これらのイベントは、MetroCluster over FC構成に関係します。

影響範囲：可用性

48



イベント名（トラップ名
）

影響レベル ソースタイプ 重大度

すべてのスイッチ間リン
クが停止（ Document

EvtMetroClusterAllISLBet

weenSwitchesDown ）

インシデント MetroCluster スイッチ間
接続

重要

FC-SAS ブリッジからス
トレージスタックへのリ
ンクが停止（ Document

EvtBridgeSasPortDown
）

インシデント MetroCluster ブリッジス
タック接続

重要

MetroCluster 構成を部分
的にスイッチオーバー（
ドキュメント
MetroCluster

DRStatusPartiallyImpacte

d ）

リスク MetroCluster 関係 エラー

ノードから FC スイッチ
へのすべての FC-VI イン
ターコネクトリンクが停
止（ Document

EvtMccNodeSwitchFcvLin

ksDown ）

インシデント MetroCluster ノードのス
イッチ接続

重要

ノードから FC スイッチ
への一部の FC イニシエ
ータリンクが停止（
ocument

EvtMccNodeSwitchFcLink

sOneOrMoreDown ）

リスク MetroCluster ノードのス
イッチ接続

警告

ノードから FC スイッチ
へのすべての FC イニシ
エータリンクが停止（
Document

EvtMccNodeSwitchFcLink

sDown ）

インシデント MetroCluster ノードのス
イッチ接続

重要

スイッチから FC-SAS ブ
リッジへの FC リンクが
停止（ドキュメント
EvtMccSwitchgeFcLinksD

own ）

インシデント MetroCluster スイッチの
ブリッジ接続

重要
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イベント名（トラップ名
）

影響レベル ソースタイプ 重大度

ノード間のすべての FC

VI インターコネクトリン
クが停止（ Document

EvtMccInterNodeLinksDo

wn ）

インシデント ノード間の接続 重要

ノード間で 1 つ以上の
FC VI インターコネクト
リンクが停止（ ocument

MccInterNodeLinksOneOr

MoreDown ）

リスク ノード間の接続 警告

ノードからブリッジへの
リンクが停止（
Document

EvtMccNodeBridgeLinksD

own ）

インシデント ノードのブリッジ接続 重要

ノードからストレージス
タックへのすべての SAS

リンクが停止（
Document

EvtMccNodeStackLinksD

own ）

インシデント ノードスタック接続 重要

ノードからストレージス
タックへの 1 つ以上の
SAS リンクが停止（
ocument

MccNodeStackLinksOne

OrMoreDown ）

リスク ノードスタック接続 警告

MetroCluster over IP構成

これらのイベントは、MetroCluster over IP構成に関係します。

影響範囲：可用性

イベント名（トラップ名
）

影響レベル ソースタイプ 重大度

MetroCluster IPサイト間
接続ステータスが「停
止」
（mccIntersitecivityStatus

Down）

リスク MetroCluster 関係 重要
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イベント名（トラップ名
）

影響レベル ソースタイプ 重大度

MetroCluster - IPノードか
らスイッチへの接続がオ
フライン
（IpPortStatusOffline）

リスク ノード エラー

MetroCluster スイッチイベント

MetroCluster over FC構成のMetroCluster スイッチイベントは、MetroCluster スイッチの
ステータス情報を提供します。これにより、潜在的な問題を監視できます。影響範囲別
にイベントがまとめられ、イベント名とトラップ名、影響レベル、ソースタイプ、およ
び重大度が表示されます。

影響範囲：可用性

イベント名（トラップ名
）

影響レベル ソースタイプ 重大度

スイッチの温度が異常（
ドキュメント異常）

インシデント MetroCluster スイッチ 重要

スイッチに到達不能（
Document

EvtSwitchUnreachable ）

インシデント MetroCluster スイッチ 重要

ファンの切り替えに失敗
しました
(DocumentEvtSwitchFans

OneOrMoreFailed)

インシデント MetroCluster スイッチ 重要

スイッチの電源装置に障
害が発生しました（ドキ
ュメント
EvtSwitchPowerSupplies

OneOrMoreFailed ）

インシデント MetroCluster スイッチ 重要

51



イベント名（トラップ名
）

影響レベル ソースタイプ 重大度

温度センサーの切り替え
に失敗しました（ドキュ
メント
EvtSwitchTemperatureSe

nsorFailed ）

このイベン
トは Cisco

スイッチに
のみ該当し
ます。

インシデント MetroCluster スイッチ 重要

NVMe ネームスペースイベント

NVMe ネームスペースイベントは、ネームスペースのステータス情報を提供します。こ
れにより、潜在的な問題を監視できます。影響範囲別にイベントがまとめられ、イベン
ト名とトラップ名、影響レベル、ソースタイプ、および重大度が表示されます。

アスタリスク（ * ）は、 Unified Manager イベントに変換された EMS イベントを示します。

影響範囲：可用性

イベント名（トラップ名
）

影響レベル ソースタイプ 重大度

NVMeNS オフライン * （
nvmespaceStatusOffline
）

イベント ネームスペース 情報

NVMeNS オンライン * （
nvmespaceStatusOnline
）

イベント ネームスペース 情報

NVMeNS スペース不足 *

（
nvmeNamespaceOutOfSp

ace ）

リスク ネームスペース 警告

NVMe ネームスペースの
破棄 * （
nvmespaceDestroy ）

イベント ネームスペース 情報

影響範囲：パフォーマンス
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イベント名（トラップ名
）

影響レベル ソースタイプ 重大度

NVMe ネームスペース
IOPS の重大しきい値を超
過（ドキュメント
NvmeNamesaceIopsIncid

ent ）

インシデント ネームスペース 重要

NVMe ネームスペース
IOPS の警告しきい値を超
過（ドキュメント
NvmeNamesaceIopsWarn

ing ）

リスク ネームスペース 警告

NVMe ネームスペース
MBps の重大しきい値を
超過（ドキュメント
NvmeNamespaceMpsInci

dent ）

インシデント ネームスペース 重要

NVMe ネームスペース
MBps の警告しきい値を
超過（ドキュメント
NvmeNamespaceMpsWar

ning ）

リスク ネームスペース 警告

NVMe ネームスペースレ
イテンシ / 処理の重大し
きい値を超過（ドキュメ
ント
NvmeNamesaceLatencyI

ncident ）

インシデント ネームスペース 重要

NVMe ネームスペースレ
イテンシミリ秒 / 処理の
警告しきい値を超過（ド
キュメント
NvmeNamesaceLatency

Warning ）

リスク ネームスペース 警告

NVMe ネームスペースレ
イテンシ / IOPS の重大し
きい値を超過（ドキュメ
ント
NvmeNamespaceLatency

IopsIncident ）

インシデント ネームスペース 重要
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イベント名（トラップ名
）

影響レベル ソースタイプ 重大度

NVMe ネームスペースレ
イテンシ / IOPS の警告し
きい値を超過（ドキュメ
ント
NvmeNamespaceLatency

IopsWarning ）

リスク ネームスペース 警告

NVMe ネームスペースレ
イテンシ / MBps の重大し
きい値を超過（ドキュメ
ント
NvmeNamespaceLatency

MbpsIncident ）

インシデント ネームスペース 重要

NVMe ネームスペースレ
イテンシ / MBps の警告し
きい値を超過（
Document

NvmeNamespaceLatency

MbpsWarning ）

リスク ネームスペース 警告

ノードイベント

ノードイベントは、ノードのステータス情報を提供します。これにより、潜在的な問題
を監視できます。影響範囲別にイベントがまとめられ、イベント名とトラップ名、影響
レベル、ソースタイプ、および重大度が表示されます。

アスタリスク（ * ）は、 Unified Manager イベントに変換された EMS イベントを示します。

影響範囲：可用性

イベント名（トラップ名
）

影響レベル ソースタイプ 重大度

ノードのルートボリュー
ムのスペースがほぼフル
（ Document

EvtClusterNodeRootVolu

meSpaceNearlyFull ）

リスク ノード 警告

Cloud AWS

MetaDataConnFail * （
Document

CloudAwsMetadataConnF

ail ）

リスク ノード エラー
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イベント名（トラップ名
）

影響レベル ソースタイプ 重大度

Cloud AWS IAM クレデン
シャルが期限切れ * （
Document

CloudAwIamCredsExpire

d ）

リスク ノード エラー

Cloud AWS IAM クレデン
シャルが無効 * （ドキュ
メント
CloudAwsIamCredsInvali

d ）

リスク ノード エラー

Cloud AWS IAM クレデン
シャルが見つからない *

（ドキュメント Cloud

AwsIamCredsNotFound
）

リスク ノード エラー

Cloud AWS IAM クレデン
シャルが初期化されてい
ない * （ドキュメント
CloudAwsIamCredsNotIni

tialized ）

イベント ノード 情報

Cloud AWS IAM ロールが
無効 * （
DocumentCloudAwsIamR

oleInvalid ）

リスク ノード エラー

Cloud AWS IAM

RoleNotFound * （ドキュ
メント
CloudAwsIamRoleNotFou

nd ）

リスク ノード エラー

クラウド階層のホスト解
決不可 * （文書
ObjstoreHostUnresolvable

）

リスク ノード エラー

クラウド階層のクラスタ
間 LIF が停止している *

（
ObjstoreInterClusterLifDo

wn ）

リスク ノード エラー
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イベント名（トラップ名
）

影響レベル ソースタイプ 重大度

NFSv4 プールの 1 つを使
い果たしました * （
nbladeNfsv4PoolExhaust
）

インシデント ノード 重要

要求とクラウド階層シグ
ネチャの不一致 * （オシ
レチャ不一致）

リスク ノード エラー

影響範囲：容量

イベント名（トラップ名
）

影響レベル ソースタイプ 重大度

QoS 監視メモリの最大化
* （文書
QosMonitorMemoryMaxe

d ）

リスク ノード エラー

QoS 監視メモリの異常 *

（文書化された
QosMonitorMemoryAbate

d ）

イベント ノード 情報

影響範囲：構成

イベント名（トラップ名
）

影響レベル ソースタイプ 重大度

ノードの名前を変更（該
当なし）

イベント ノード 情報

影響範囲：パフォーマンス

イベント名（トラップ名
）

影響レベル ソースタイプ 重大度

ノード IOPS の重大しき
い値を超過（ドキュメン
トノード IopsIncident ）

インシデント ノード 重要

ノード IOPS の警告しき
い値を超過（ドキュメン
トノード IopsWarning ）

リスク ノード 警告
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イベント名（トラップ名
）

影響レベル ソースタイプ 重大度

ノード MBps の重大しき
い値を超過（ドキュメン
トノード MbpsIncident ）

インシデント ノード 重要

ノード MBps の警告しき
い値を超過（ドキュメン
トノード MbpsWarning ）

リスク ノード 警告

ノードレイテンシミリ秒 /

処理の重大しきい値を超
過（ドキュメントノード
レイテンシインシデント
）

インシデント ノード 重要

ノードレイテンシミリ秒 /

処理の警告しきい値を超
過（ドキュメントノード
レイテンシ警告）

リスク ノード 警告

ノードの使用済みパフォ
ーマンス容量の重大しき
い値を超過（
ocNodePerfCapacityUsed

Incident ）

インシデント ノード 重要

ノードの使用済みパフォ
ーマンス容量の警告しき
い値を超過（
ocNodePerfCapacityUsed

Warning ）

リスク ノード 警告

ノードの使用済みパフォ
ーマンス容量 - テイクオ
ーバーの重大しきい値を
超過（
ocNodePerfCapacityUsed

TakeoverIncident ）

インシデント ノード 重要

ノードの使用済みパフォ
ーマンス容量 - テイクオ
ーバーの警告しきい値を
超過（
ocNodePerfCapacityUsed

TakeoverWarning ）

リスク ノード 警告
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イベント名（トラップ名
）

影響レベル ソースタイプ 重大度

ノード利用率の重大しき
い値を超過（ドキュメン
トノード利用率インシデ
ント）

インシデント ノード 重要

ノード利用率の警告しき
い値を超過（ドキュメン
トノード利用率の警告）

リスク ノード 警告

利用率の高いノード HA

ペアのしきい値を超過（
ocNodeHaPairOverUtilize

dInformation ）

イベント ノード 情報

ノードディスク断片化の
警告しきい値を超過（
Document

NodeDiskFragmentation

Warning ）

リスク ノード 警告

使用済みパフォーマンス
容量のしきい値を超過（
ドキュメントノードのオ
ーバー利用率警告）

リスク ノード 警告

ノード動的しきい値を超
過（ Document

NodeDynamicEventWarni

ng ）

リスク ノード 警告

影響範囲：セキュリティ

イベント名（トラップ名
）

影響レベル ソースタイプ 重大度

アドバイザリ ID ：
NTAP-<_advisory ID__ （
ドキュメント x ）

リスク ノード 重要

NVRAM バッテリイベント

NVRAM バッテリイベントは、バッテリのステータス情報を提供します。これにより、
潜在的な問題を監視できます。影響範囲別にイベントがまとめられ、イベント名とトラ
ップ名、影響レベル、ソースタイプ、および重大度が表示されます。
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影響範囲：可用性

イベント名（トラップ名
）

影響レベル ソースタイプ 重大度

NVRAM バッテリ低下（
Document

EvtNvramBatteryLow ）

リスク ノード 警告

NVRAM バッテリ放電
(Document

EvtNvramBatteryDischarg

ed)

リスク ノード エラー

NVRAM バッテリ過充電
（ Document

EvtNvramBatteryOverCha

rge ）

インシデント ノード 重要

ポートイベント

ポートイベントは、クラスタポートに関するステータスを提供します。これにより、ポ
ートが停止しているかどうかなど、ポート上の変更や問題を監視できます。

影響範囲：可用性

イベント名（トラップ名
）

影響レベル ソースタイプ 重大度

ポートステータス停止
(DocumentEvtPortStatus

Down)

インシデント ノード 重要

影響範囲：パフォーマンス

イベント名（トラップ名
）

影響レベル ソースタイプ 重大度

ネットワークポート
MBps の重大しきい値を
超過（文書
NetworkPortMbpsIncident

）

インシデント ポート 重要

ネットワークポート
MBps の警告しきい値を
超過（文書ネットワーク
ポートの MbpsWarning ）

リスク ポート 警告
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イベント名（トラップ名
）

影響レベル ソースタイプ 重大度

FCP ポート MBps の重大
しきい値を超過（ドキュ
メント
FcpPortMbpsIncident ）

インシデント ポート 重要

FCP ポート MBps の警告
しきい値を超過（ドキュ
メント
FcpPortMbpsWarning ）

リスク ポート 警告

ネットワークポート利用
率の重大しきい値を超過
（ドキュメント
NetworkPortUtilizationInci

dent ）

インシデント ポート 重要

ネットワークポート利用
率の警告しきい値を超過
（ドキュメント
NetworkPortUtilizationWar

ning ）

リスク ポート 警告

FCP ポート利用率の重大
しきい値を超過（ドキュ
メント
FcpPortUtilizationIncident
）

インシデント ポート 重要

FCP ポート利用率の警告
しきい値を超過（ドキュ
メント
FcpPortUtilizationWarning

）

リスク ポート 警告

電源装置イベント

電源装置イベントは、ハードウェアのステータス情報を提供します。これにより、潜在
的な問題を監視できます。影響範囲別にイベントがまとめられ、イベント名とトラップ
名、影響レベル、ソースタイプ、および重大度が表示されます。

影響範囲：可用性
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イベント名（トラップ名
）

影響レベル ソースタイプ 重大度

1 つ以上の電源装置に障
害が発生しました ( ドキ
ュメント
EvtPowerSupplyOneOrM

oreFailed)

インシデント ノード 重要

保護イベント

保護イベントは、ジョブの失敗や中止を通知して、問題を監視できるようにします。影
響範囲別にイベントがまとめられ、イベント名とトラップ名、影響レベル、ソースタイ
プ、および重大度が表示されます。

影響範囲：保護

イベント名（トラップ名
）

影響レベル ソースタイプ 重大度

保護ジョブが失敗しまし
た
(DocumentEvtProtectionJ

obTaskFailed)

インシデント ボリュームまたはストレ
ージサービス

重要

保護ジョブが中止されま
した（ Document

EvtProtectionJobAborted
）

リスク ボリュームまたはストレ
ージサービス

警告

qtree イベント

qtree イベントは、 qtree の容量とファイルとディスクの制限に関する情報を提供しま
す。これにより、潜在的な問題を監視できます。影響範囲別にイベントがまとめられ、
イベント名とトラップ名、影響レベル、ソースタイプ、および重大度が表示されます。

影響範囲：容量

イベント名（トラップ名
）

影響レベル ソースタイプ 重大度

qtree スペースがほぼフル
（ qtree の qtree

eSpaceNearlyFull ）

リスク qtree 警告

qtree スペースがフル（
Document

QtreeSpaceFull ）

リスク qtree エラー
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イベント名（トラップ名
）

影響レベル ソースタイプ 重大度

qtree スペースが正常（
Document qtree

eSpaceThresholdOk ）

イベント qtree 情報

qtree のファイル数がハー
ドリミットに到達（
Document

EvtQtreeFilesHardLimitRe

ached ）

インシデント qtree 重要

qtree のファイル数がソフ
トリミットを超過（
Document

QtreeFilesSoftLimit超過
）

リスク qtree 警告

qtree のスペースがハード
リミットに到達（
Document

QtreeSpaceHardLimitRea

ched ）

インシデント qtree 重要

qtree のスペースがソフト
リミットを超過（
Document

QtreeSpaceSoftLimit超過
）

リスク qtree 警告

サービスプロセッサイベント

サービスプロセッサイベントは、プロセッサのステータス情報を提供します。これによ
り、潜在的な問題を監視できます。影響範囲別にイベントがまとめられ、イベント名と
トラップ名、影響レベル、ソースタイプ、および重大度が表示されます。

影響範囲：可用性

イベント名（トラップ名
）

影響レベル ソースタイプ 重大度

サービスプロセッサが設
定されていません（
Document

EvtServiceProcessorNotC

onfigured ）

リスク ノード 警告
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イベント名（トラップ名
）

影響レベル ソースタイプ 重大度

サービスプロセッサがオ
フラインです（
Document

EvtServiceProcessorOfflin

e ）

リスク ノード エラー

SnapMirror 関係イベント

SnapMirror 関係イベントは、非同期 SnapMirror 関係と同期 SnapMirror 関係のステータ
ス情報を提供します。これにより、潜在的な問題を監視できます。非同期 SnapMirror 関
係イベントは、 Storage VM とボリュームの両方に対して生成されますが、同期
SnapMirror 関係イベントはボリューム関係に対してのみ生成されます。Storage VM デ
ィザスタリカバリ関係を構成するコンスティチュエントボリュームについては、イベン
トは生成されません。影響範囲別にイベントがまとめられ、イベント名とトラップ名、
影響レベル、ソースタイプ、および重大度が表示されます。

影響範囲：保護

アスタリスク（ * ）は、 Unified Manager イベントに変換された EMS イベントを示します。

SnapMirror 関係のイベントは、 Storage VM ディザスタリカバリで保護されているが、コンス
ティチュエントオブジェクト関係については生成されません。

イベント名（トラップ名
）

影響レベル ソースタイプ 重大度

ミラーレプリケーション
が正常でない（ ocument

SnapmirrorRelationshipU

nhealthy ）

リスク SnapMirror 関係 警告

ミラーレプリケーション
を切断（
ocumentEvtSnapmirrorRe

lationshipStateBrokenoff
）

リスク SnapMirror 関係 エラー

ミラーレプリケーション
の初期化に失敗しました
（ドキュメント
SnapMirror 関係の初期化
に失敗しました）

リスク SnapMirror 関係 エラー
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イベント名（トラップ名
）

影響レベル ソースタイプ 重大度

ミラーレプリケーション
の更新に失敗しました（
ドキュメント：
SnapmirrorRelationshipU

pdateFailed ）

リスク SnapMirror 関係 エラー

ミラーレプリケーション
の遅延エラー（「
Document

EvtSnapMirrorRelationshi

pLagError 」）

リスク SnapMirror 関係 エラー

ミラーレプリケーション
の遅延警告（「
Document 」「
SnapMirrorRelationshipLa

gWarning 」）

リスク SnapMirror 関係 警告

ミラーレプリケーション
の再同期失敗（ドキュメ
ント：
SnapmirrorRelationshipR

esyncFailed ）

リスク SnapMirror 関係 エラー

同期レプリケーションが
同期されていない * （
syncSnapmirrorRelations

hipOutofsync ）

リスク SnapMirror 関係 警告

同期レプリケーションを
リストア * （同期
SnapMirror 関係は InSync

）

イベント SnapMirror 関係 情報

同期レプリケーションの
自動再同期失敗 * （
syncSnapmirrorRelations

hipAutoSyncRetryFailed
）

リスク SnapMirror 関係 エラー

ONTAP メディエーターが
クラスタに追加されまし
た
（SnapmirrorMediatorAdd

ed）

イベント クラスタ 情報
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イベント名（トラップ名
）

影響レベル ソースタイプ 重大度

ONTAP メディエーターが
クラスタから削除されま
した
（snapmirrorMediatorRe

moved）

イベント クラスタ 情報

ONTAP メディエーターが
クラスタから到達できま
せん
（snapmirrorMediatorUnr

eachable）

リスク メディエーター 警告

ONTAP メディエーターに
クラスタからアクセスで
きない
（SnapmirrorMediatorMis

configured）

リスク メディエーター エラー

ONTAP メディエーターの
接続が再確立され、再同
期されてSMBC

（snapmirrorMediatorInQ

uorum）用の準備が整い
ました。

イベント メディエーター 情報

非同期ミラーバックアップ関係イベント

非同期ミラーバックアップ関係イベントは、非同期 SnapMirror 関係とバックアップ関係
のステータス情報を提供します。これにより、潜在的な問題を監視できます。非同期ミ
ラーバックアップ関係イベントは、ボリュームと Storage VM の両方の保護関係でサポ
ートされます。ただし、 Storage VM ディザスタリカバリではバックアップ関係のみが
サポートされません。影響範囲別にイベントがまとめられ、イベント名とトラップ名、
影響レベル、ソースタイプ、および重大度が表示されます。

影響範囲：保護

また、 Storage VM ディザスタリカバリで保護されているものの、コンスティチュエントオブ
ジェクト関係については生成されません。
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イベント名（トラップ名
）

影響レベル ソースタイプ 重大度

非同期ミラーバックアッ
プが正常でない（
ocument

EvtMirrorVaultRelationshi

pUnhealthy ）

リスク SnapMirror 関係 警告

非同期ミラーバックアッ
プを切断（ Document

EvtMirrorRelationshipStat

eBrokenoff ）

リスク SnapMirror 関係 エラー

非同期ミラーバックアッ
プの初期化失敗（
Document

EvtMirrorVaultRelationshi

pInitializeFailed ）

リスク SnapMirror 関係 エラー

非同期ミラーバックアッ
プの更新に失敗しました
（ドキュメント
EvtMirrorVaultRelationshi

pUpdateFailed ）

リスク SnapMirror 関係 エラー

非同期ミラーバックアッ
プの遅延エラー（
Document

EvtMirrorVaultRelationshi

pLagError ）

リスク SnapMirror 関係 エラー

非同期ミラーバックアッ
プの遅延警告（
Document

EvtMirrorVaultRelationshi

pLagWarning ）

リスク SnapMirror 関係 警告

非同期ミラーバックアッ
プの再同期失敗（ドキュ
メント
EvtMirrorVaultRelationshi

pResyncFailed ）

リスク SnapMirror 関係 エラー

「 SnapMirror update failure 」イベントは、 Active IQ ポータル（ Config Advisor ）から生成さ
れます。
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Snapshot イベント

Snapshot イベントは、 Snapshot のステータス情報を提供します。これにより、
Snapshot の潜在的な問題を監視できます。影響範囲別にイベントがまとめられ、イベン
ト名、トラップ名、影響レベル、ソースタイプ、および重大度が表示されます。

影響範囲：可用性

イベント名（トラップ名
）

影響レベル ソースタイプ 重大度

Snapshot の自動削除が無
効（該当なし）

イベント ボリューム 情報

Snapshot の自動削除が有
効（該当なし）

イベント ボリューム 情報

Snapshot の自動削除設定
を変更（該当なし）

イベント ボリューム 情報

SnapVault 関係イベント

SnapVault 関係イベントは、 SnapVault 関係のステータス情報を提供します。これによ
り、潜在的な問題を監視できます。影響範囲別にイベントがまとめられ、イベント名と
トラップ名、影響レベル、ソースタイプ、および重大度が表示されます。

影響範囲：保護

イベント名（トラップ名
）

影響レベル ソースタイプ 重大度

非同期バックアップが正
常でない（ ocument

SnapVaultRelationshipUn

healthy ）

リスク SnapMirror 関係 警告

非同期バックアップを切
断（ Document

EvtSnapVaultRelationship

StateBrokenoff ）

リスク SnapMirror 関係 エラー

非同期バックアップの初
期化に失敗しました（
Document

EvtSnapVaultRelationship

InitializeFailed ）

リスク SnapMirror 関係 エラー
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イベント名（トラップ名
）

影響レベル ソースタイプ 重大度

非同期バックアップの更
新に失敗しました（ドキ
ュメント SnapVault 関係
更新失敗）

リスク SnapMirror 関係 エラー

非同期バックアップの遅
延エラー（ Document

EvtSnapVaultRelationship

LagError ）

リスク SnapMirror 関係 エラー

非同期バックアップの遅
延警告（ Document

EvtSnapVaultRelationship

LagWarning ）

リスク SnapMirror 関係 警告

非同期バックアップの再
同期失敗（「 Document

EvtSnapvaultRelationship

ResyncFailed 」）

リスク SnapMirror 関係 エラー

ストレージフェイルオーバー設定のイベント

ストレージフェイルオーバー（ SFO ）の設定のイベントは、ストレージフェイルオーバ
ーが無効か設定されていないかに関する情報を提供します。これにより、潜在的な問題
を監視できます。影響範囲別にイベントがまとめられ、イベント名とトラップ名、影響
レベル、ソースタイプ、および重大度が表示されます。

影響範囲：可用性

イベント名（トラップ名
）

影響レベル ソースタイプ 重大度

ストレージフェイルオー
バーインターコネクトの
1 つ以上のリンクが停止
（ Document

EvtSfoInterconnectOneOr

MoreLinksDown ）

リスク ノード 警告

ストレージフェイルオー
バーが無効になっている
（ Document

EvtSfoSettingsDisabled
）

リスク ノード エラー
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イベント名（トラップ名
）

影響レベル ソースタイプ 重大度

ストレージフェイルオー
バーが設定されていませ
ん（ Document

EvtSfoSettingsNotConfigu

red ）

リスク ノード エラー

ストレージフェイルオー
バーの状態 - テイクオー
バー（ Document

EvtSfoStateTakeover ）

リスク ノード 警告

ストレージフェイルオー
バーの状態 - 部分的なギ
ブバック（ドキュメント
EvtSfoStatePartialGiveba

ck ）

リスク ノード エラー

ストレージフェイルオー
バーノードのステータス
が停止しています（
Document

EvtSfoNodeStatusDown
）

リスク ノード エラー

ストレージフェイルオー
バーのテイクオーバーを
実行できません（ドキュ
メントエヴァットフォッ
クステイクオーバー可能
）

リスク ノード エラー

ストレージサービスイベント

ストレージサービスイベントは、ストレージサービスの作成とサブスクリプションに関
する情報を提供します。これにより、潜在的な問題を監視できます。影響範囲別にイベ
ントがまとめられ、イベント名とトラップ名、影響レベル、ソースタイプ、および重大
度が表示されます。

影響範囲：構成

イベント名（トラップ名
）

影響レベル ソースタイプ 重大度

ストレージサービスを作
成（該当なし）

イベント ストレージサービス 情報
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イベント名（トラップ名
）

影響レベル ソースタイプ 重大度

ストレージサービスをサ
ブスクライブ（該当なし
）

イベント ストレージサービス 情報

ストレージサービスをア
ンサブスクライブ（該当
なし）

イベント ストレージサービス 情報

影響範囲：保護

イベント名（トラップ名
）

影響レベル ソースタイプ 重大度

管理対象 SnapMirror 関係
の予期しない削除が発生
しました。また、
StorageServiceUnsupport

edRelationshipDeletion を
参照してください

リスク ストレージサービス 警告

ストレージサービスメン
バーボリュームの予期し
ない削除（ Document

EvtStorageServiceUnexp

ectedVolumeDeletion ）

インシデント ストレージサービス 重要

ストレージシェルフイベント

ストレージシェルフイベントは、ストレージシェルフが異常な状態である場合に通知し
ます。これにより、潜在的な問題を監視できます。影響範囲別にイベントがまとめら
れ、イベント名とトラップ名、影響レベル、ソースタイプ、および重大度が表示されま
す。

影響範囲：可用性

イベント名（トラップ名
）

影響レベル ソースタイプ 重大度

異常な電圧範囲
(Document Evtシェルフ
VoltageAbnormal)

リスク ストレージシェルフ 警告

異常な電流範囲
(Document

EvtShelfCurrentAbnormal)

リスク ストレージシェルフ 警告

70



イベント名（トラップ名
）

影響レベル ソースタイプ 重大度

異常な温度（ドキュメン
トシェルフ温度異常）

リスク ストレージシェルフ 警告

Storage VM イベント

Storage VM （ Storage Virtual Machine 、 SVM ）イベントは、 Storage VM （ SVM ）
のステータス情報を提供します。これにより、潜在的な問題を監視できます。影響範囲
別にイベントがまとめられ、イベント名とトラップ名、影響レベル、ソースタイプ、お
よび重大度が表示されます。

アスタリスク（ * ）は、 Unified Manager イベントに変換された EMS イベントを示します。

影響範囲：可用性

イベント名（トラップ名
）

影響レベル ソースタイプ 重大度

SVM CIFS サービスが停
止（ Document

EvtVserverCifsServiceSta

tusDown ）

インシデント SVM 重要

SVM CIFS サービス未設
定（該当なし）

イベント SVM 情報

存在しない CIFS 共有へ
の接続試行 * （
nbladeCifsNoPrivShare ）

インシデント SVM 重要

CIFS NetBIOS Name

Conflict * （
nbladeCifsNbNameConfli

ct ）

リスク SVM エラー

CIFS シャドウコピー処理
失敗 * （
cifsShadowCopyFailure
）

リスク SVM エラー

多数の CIFS 接続 * （
nbladeCifsManyAths ）

リスク SVM エラー
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イベント名（トラップ名
）

影響レベル ソースタイプ 重大度

最大 CIFS 接続数を超過 *

（
nbladeCifsMaxOpenSame

File ）

リスク SVM エラー

ユーザあたりの最大 CIFS

接続数を超過 * （
nbladeCifsMaxSessPerUs

rConn ）

リスク SVM エラー

SVM FC/FCoE サービス
停止（ Document

EvtVserverFcServiceStatu

sDown ）

インシデント SVM 重要

SVM iSCSI サービスが停
止（ ocument

EvtVserverIscsiServiceSt

atusDown ）

インシデント SVM 重要

SVM NFS サービス停止
（ Document

EvtVserverNfsServiceStat

usDown ）

インシデント SVM 重要

SVM FC / FCoE サービス
未設定（該当なし）

イベント SVM 情報

SVM iSCSI サービス未設
定（該当なし）

イベント SVM 情報

SVM NFS サービス未設
定（該当なし）

イベント SVM 情報

SVM が停止しました（
Document EvtDown ）

リスク SVM 警告

AV サーバがビジーのため
新しいスキャン要求を受
け入れることができませ
ん * （
nbladeVscanConnBackPr

essure ）

リスク SVM エラー
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イベント名（トラップ名
）

影響レベル ソースタイプ 重大度

ウィルススキャン用の AV

サーバ接続がありません *

（
nbladeVscanNoScannerC

onn ）

インシデント SVM 重要

AV サーバが登録されてい
ません * （
nbladeVscanNoRegdSca

nner ）

リスク SVM エラー

応答する AV サーバ接続
がありません * （
nbladeVscanConnInactive

）

イベント SVM 情報

権限のないユーザが AV

サーバにアクセスしよう
としました * （
nbladeVscanBadUserPriv

Access ）

リスク SVM エラー

AV サーバが検出したウイ
ルス * （
nbladeVscanVirusDetecte

d ）

リスク SVM エラー

影響範囲：構成

イベント名（トラップ名
）

影響レベル ソースタイプ 重大度

SVM を検出（該当なし） イベント SVM 情報

SVM が削除されました（
該当なし）

イベント クラスタ 情報

SVM の名前が変更されま
した（該当なし）

イベント SVM 情報

影響範囲：パフォーマンス
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イベント名（トラップ名
）

影響レベル ソースタイプ 重大度

SVM IOPS の重大しきい
値を超過（ドキュメント
： vmIopsIncident ）

インシデント SVM 重要

SVM IOPS の警告しきい
値を超過（ドキュメント
の注意：警告）

リスク SVM 警告

SVM MBps の重大しきい
値を超過（ドキュメント
： vmMbpsIncident ）

インシデント SVM 重要

SVM MBps の警告しきい
値を超過（ドキュメント
の vmMbpsWarning ）

リスク SVM 警告

SVM レイテンシの重大し
きい値を超過（ドキュメ
ント： vmLatencyIncident

）

インシデント SVM 重要

SVM レイテンシの警告し
きい値を超過（ドキュメ
ント：
vmLatencyWarning ）

リスク SVM 警告

影響範囲：セキュリティ

イベント名（トラップ名
）

影響レベル ソースタイプ 重大度

監査ログ無効（
VserverAuditLogDisabled
）

リスク SVM 警告

ログインバナーが無効に
なっています（ドキュメ
ントの
LoginBannerDisabled ）

リスク SVM 警告

SSH でセキュアでない暗
号を使用（
ocumentVserverSSHSecu

re ）

リスク SVM 警告
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イベント名（トラップ名
）

影響レベル ソースタイプ 重大度

ログインバナーが変更さ
れました（ Document

LoginBannerChanged ）

リスク SVM 警告

Storage VM のランサムウ
ェア対策監視が無効（
antiRansomwareSvmStat

eDisabled ）

リスク SVM 警告

Storage VM のランサムウ
ェア対策監視が有効（ラ
ーニングモード）（
antiRansomwareSvmStat

eDryrun ）

イベント SVM 情報

Storage VM ：ランサムウ
ェア対策監視（ラーニン
グモード）（ Document

EvtSvmArwCandidate ）
に適している

イベント SVM 情報

ユーザクォータイベントとグループクォータイベント

ユーザクォータイベントとグループクォータイベントは、ユーザクォータとユーザグル
ープクォータの容量およびファイルとディスクの制限に関する情報を提供します。これ
により、潜在的な問題を監視できます。影響範囲別にイベントがまとめられ、イベント
名とトラップ名、影響レベル、ソースタイプ、および重大度が表示されます。

影響範囲：容量

イベント名（トラップ名
）

影響レベル ソースタイプ 重大度

ユーザクォータまたはグ
ループクォータのディス
クスペースがソフトリミ
ットを超過（ Document

EvtUserOrGroupQuotaDis

kSpaceSoftLimit超過 ）

リスク ユーザクォータまたはグ
ループクォータ

警告
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イベント名（トラップ名
）

影響レベル ソースタイプ 重大度

ユーザクォータまたはグ
ループクォータのディス
ク容量がハードリミット
に到達（ Document

EvtUserOrGroupQuotaDis

kSpaceHardLimitReached

）

インシデント ユーザクォータまたはグ
ループクォータ

重要

ユーザクォータまたはグ
ループクォータのファイ
ル数がソフトリミットを
超過（ Document

EvtUserOrGroupQuotaFil

eCountSoftLimit未 超過）

リスク ユーザクォータまたはグ
ループクォータ

警告

ユーザークォータまたは
グループクォータのファ
イル数がハードリミット
に到達しました（
Document

EvtUserOrGroupQuotaFil

eCountHardLimitReached

）

インシデント ユーザクォータまたはグ
ループクォータ

重要

ボリュームイベント

ボリュームイベントは、ボリュームのステータスに関する情報を提供します。これによ
り、潜在的な問題を監視できます。影響範囲別にイベントがまとめられ、イベント名、
トラップ名、影響レベル、ソースタイプ、および重大度が表示されます。

アスタリスク（ * ）は、 Unified Manager イベントに変換された EMS イベントを示します。

影響範囲：可用性

イベント名（トラップ名
）

影響レベル ソースタイプ 重大度

ボリュームが制限状態（
Document

EvtVolumeRestricted ）

リスク ボリューム 警告

ボリュームがオフライン
（ Document

EvtVolumeOffline ）

インシデント ボリューム 重要
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イベント名（トラップ名
）

影響レベル ソースタイプ 重大度

ボリュームは一部使用可
能（ドキュメント別のボ
リューム）

リスク ボリューム エラー

ボリュームがアンマウン
トされています（該当な
し）

イベント ボリューム 情報

ボリュームをマウント（
該当なし）

イベント ボリューム 情報

ボリュームを再マウント
（該当なし）

イベント ボリューム 情報

ボリュームジャンクショ
ンパスが非アクティブ（
Document

EvtVolumeFunctionPathIn

active ）

リスク ボリューム 警告

ボリュームのオートサイ
ズを有効化（適用不可）

イベント ボリューム 情報

ボリュームのオートサイ
ズを無効化（該当なし）

イベント ボリューム 情報

ボリュームのオートサイ
ズの最大容量を変更（該
当なし）

イベント ボリューム 情報

ボリュームのオートサイ
ズの増分サイズを変更（
該当なし）

イベント ボリューム 情報

影響範囲：容量

イベント名（トラップ名
）

影響レベル ソースタイプ 重大度

シンプロビジョニングボ
リュームにスペースリス
ク（文書化「シンプロビ
ジョニング」の「ボリュ
ームスペースリスク」）

リスク ボリューム 警告
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イベント名（トラップ名
）

影響レベル ソースタイプ 重大度

ボリューム効率化処理エ
ラー
（ocumEvtVolumeEfficien

cyOperationError）

リスク ボリューム エラー

ボリュームスペースがフ
ル（ Document

EvtVolumeFull ）

リスク ボリューム エラー

ボリュームスペースがほ
ぼフル（ Document

EvtVolumeNearlyFull ）

リスク ボリューム 警告

ボリューム論理スペース
がフル * （
volumeLogicalSpaceFull
）

リスク ボリューム エラー

ボリューム論理スペース
がほぼフル * （
volumeLogicalSpaceNearl

yFull ）

リスク ボリューム 警告

ボリューム論理スペース
が正常 * （
volumeLogicalSpaceAllok
）

イベント ボリューム 情報

ボリュームの Snapshot

リザーブスペースがフル
（ Document

EvtSnapshotFull ）

リスク ボリューム 警告

Snapshot コピーが多すぎ
る（
ocumentEvtSnapshotToo

Many ）

リスク ボリューム エラー

ボリュームの qtree クォ
ータがオーバーコミット
（ Document

EvtVolumeQtreeQuotaOv

ercommitted ）

リスク ボリューム エラー
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イベント名（トラップ名
）

影響レベル ソースタイプ 重大度

ボリュームの qtree クォ
ータがほぼオーバーコミ
ット（ Document

EvtVolumeQtreeQuotaAl

mostOvercommitted ）

リスク ボリューム 警告

ボリュームの増加率が異
常（ Document

EvtVolumeGrowthRateAb

normal ）

リスク ボリューム 警告

ボリュームのフルまでの
日数（ Document

EvtVolumeDaysUntilFullS

oon ）

リスク ボリューム エラー

ボリュームのスペースギ
ャランティを無効化（該
当なし）

イベント ボリューム 情報

ボリュームのスペースギ
ャランティを有効化（該
当なし）

イベント ボリューム 情報

ボリュームのスペースギ
ャランティを変更（該当
なし）

イベント ボリューム 情報

ボリュームの Snapshot

リザーブのフルまでの日
数（ Document

EvtVolumeSnapshotRese

rveDaysUntilFullSoon ）

リスク ボリューム エラー

FlexGroup コンスティチ
ュエントのスペースに問
題あり * （
flexGroupConstitutsHave

SpaceIssues ）

リスク ボリューム エラー

FlexGroup コンスティチ
ュエントのスペースステ
ータスがすべて正常 * （
flexGroupConstitutionsSp

aceStatusAllOK ）

イベント ボリューム 情報
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イベント名（トラップ名
）

影響レベル ソースタイプ 重大度

FlexGroup コンスティチ
ュエントの inode に関す
る問題 * （
flexGroupConstitutionsHa

veInodesIssues ）

リスク ボリューム エラー

FlexGroup コンスティチ
ュエント inode ステータ
スすべて OK * （
flexGroupConstitutionsIno

desStatusAllOK ）

イベント ボリューム 情報

WAFL ボリュームのオー
トサイズが失敗 * （
waflVolAutoSizeFail ）

リスク ボリューム エラー

WAFL ボリュームのオー
トサイズ完了 * （
waflVolAutoSizeDone ）

イベント ボリューム 情報

FlexGroup ボリュームの
使用率が 80% を超えてい
ます *

インシデント ボリューム エラー

FlexGroup ボリュームの
使用率が 90% を超えてい
ます *

インシデント ボリューム 重要

ボリュームのストレージ
効率化に問題があります
（
ocVolumeAbnormalStorag

eEfficency Warning ）

リスク ボリューム 警告

利用率の低いボリューム
のSnapshotリザーブ
（volumeSnaphotReserve

UnderutilizedWarning）

イベント ボリューム 警告

ボリュームのSnapshotリ
ザーブの利用率が低い
（volumeSnaphotReserve

UnderutilizedCleared）

イベント ボリューム 警告
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影響範囲：構成

イベント名（トラップ名
）

影響レベル ソースタイプ 重大度

ボリュームの名前を変更
（該当なし）

イベント ボリューム 情報

ボリュームを検出（該当
なし）

イベント ボリューム 情報

ボリュームが削除されま
した（該当なし）

イベント ボリューム 情報

影響範囲：パフォーマンス

イベント名（トラップ名
）

影響レベル ソースタイプ 重大度

QoS ボリューム最大
IOPS の警告しきい値を超
過（ドキュメントの
QosVolumeMaxIopsWarni

ng ）

リスク ボリューム 警告

QoS ボリューム最大
MBps の警告しきい値を
超過（ドキュメントの
QosVolumeMaxMbpsWar

ning ）

リスク ボリューム 警告

QoS ボリューム最大
IOPS/TB の警告しきい値
を超過（ドキュメントの
QosVolumeMaxIopsPerT

bWarning ）

リスク ボリューム 警告

パフォーマンスサービス
レベルポリシーに定義さ
れたワークロードのボリ
ュームレイテンシしきい
値を超過（ドキュメント
のコンフォーマル遅延警
告）

リスク ボリューム 警告

ボリューム IOPS の重大
しきい値を超過（ドキュ
メントボリューム
IopsIncident ）

インシデント ボリューム 重要
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イベント名（トラップ名
）

影響レベル ソースタイプ 重大度

ボリューム IOPS の警告
しきい値を超過（ドキュ
メントボリュームの
IopsWarning ）

リスク ボリューム 警告

ボリューム MBps の重大
しきい値を超過（ドキュ
メントボリュームの
MbpsIncident ）

インシデント ボリューム 重要

ボリューム MBps の警告
しきい値を超過（ドキュ
メントボリュームの警告
）

リスク ボリューム 警告

ボリュームレイテンシミ
リ秒 / 処理の重大しきい
値を超過（ドキュメント
ボリュームレイテンシイ
ンシデント）

インシデント ボリューム 重要

ボリュームレイテンシミ
リ秒 / 処理の警告しきい
値を超過（ドキュメント
ボリュームレイテンシ警
告）

リスク ボリューム 警告

ボリュームキャッシュミ
ス率の重大しきい値を超
過（ドキュメント
VolumeCacheMissRatioIn

cident ）

インシデント ボリューム 重要

ボリュームキャッシュミ
ス率の警告しきい値を超
過（ドキュメント
VolumeCacheMissRatioW

arning ）

リスク ボリューム 警告

ボリュームレイテンシ /

IOPS の重大しきい値を超
過（ドキュメントボリュ
ームレイテンシ / IOPS の
重大しきい値を超過）

インシデント ボリューム 重要
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イベント名（トラップ名
）

影響レベル ソースタイプ 重大度

ボリュームレイテンシ /

IOPS の警告しきい値を超
過（ドキュメントボリュ
ームレイテンシ / IOPS の
警告）

リスク ボリューム 警告

ボリュームレイテンシ /

MBps の重大しきい値を
超過（ドキュメントボリ
ュームレイテンシ
MbpsIncident ）

インシデント ボリューム 重要

ボリュームレイテンシ /

MBps の警告しきい値を
超過（ドキュメントボリ
ュームレイテンシ
MbpsWarning ）

リスク ボリューム 警告

ボリュームレイテンシ /

アグリゲートの使用済み
パフォーマンス容量の重
大しきい値を超過（
ocVolumeLatencyAggreg

atePerfCapacityUsedIncid

ent ）

インシデント ボリューム 重要

ボリュームレイテンシ /

アグリゲートの使用済み
パフォーマンス容量の警
告しきい値を超過（
ocVolumeLatencyAggreg

atePerfCapacityUsedWar

ning ）

リスク ボリューム 警告

ボリュームレイテンシ /

アグリゲート利用率の重
大しきい値を超過（
ocVolumeLatencyAggreg

ateUtilizationIncident ）

インシデント ボリューム 重要

ボリュームレイテンシ /

アグリゲート利用率の警
告しきい値を超過（
Document

VolumeLatencyAggregate

UtilizationWarning ）

リスク ボリューム 警告
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イベント名（トラップ名
）

影響レベル ソースタイプ 重大度

ボリュームレイテンシ /

ノードの使用済みパフォ
ーマンス容量の重大しき
い値を超過（文書
VolumeLatencyNodePerf

CapacityUsedIncident ）

インシデント ボリューム 重要

ボリュームレイテンシ /

ノードの使用済みパフォ
ーマンス容量の警告しき
い値を超過（
ocVolumeLatencyNodePe

rfCapacityUsedWarning
）

リスク ボリューム 警告

ボリュームレイテンシ /

ノードの使用済みパフォ
ーマンス容量 - テイクオ
ーバーの重大しきい値を
超過（文書
VolumeLatencyAggregate

PerfCapacityUsedTakeov

erIncident ）

インシデント ボリューム 重要

ボリュームレイテンシ /

ノードの使用済みパフォ
ーマンス容量 - テイクオ
ーバーの警告しきい値を
超過（文書
VolumeLatencyAggregate

PerfCapacityUsedTakeov

erWarning ）

リスク ボリューム 警告

ボリュームレイテンシ /

ノード利用率の重大しき
い値を超過（ドキュメン
ト
VolumeLatencyNodeUtiliz

ationIncident ）

インシデント ボリューム 重要

ボリュームレイテンシ /

ノード利用率の警告しき
い値を超過（
ocVolumeLatencyNodeUti

lizationWarning ）

リスク ボリューム 警告
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影響範囲：セキュリティ

イベント名（トラップ名
）

影響レベル ソースタイプ 重大度

ボリュームのランサムウ
ェア対策監視が有効（ア
クティブモード）（
antiRansomwareVolumeS

tateEnabled ）

イベント ボリューム 情報

ボリュームのランサムウ
ェア対策の監視が無効（
antiRansomwareVolumeS

tateDisabled ）

リスク ボリューム 警告

ボリュームのランサムウ
ェア対策監視が有効（ラ
ーニングモード）（
antiRansomwareVolumeS

tateDryrun ）

イベント ボリューム 情報

ボリュームのランサムウ
ェア対策監視が一時停止
（ラーニングモード）（
antiRansomwareVolumeS

tateDryrunPaused ）

リスク ボリューム 警告

ボリュームのランサムウ
ェア対策監視が一時停止
（アクティブモード）（
antiRansomwareVolumeS

tateEnablePaused ）

リスク ボリューム 警告

ボリュームのランサムウ
ェア対策監視が無効化中
（
antiRansomwareVolumeS

tateDisableInProgress ）

リスク ボリューム 警告

ランサムウェア攻撃の発
生（
callHomeRansomwareAct

ivitySeen ）

インシデント ボリューム 重要
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イベント名（トラップ名
）

影響レベル ソースタイプ 重大度

ランサムウェア対策モニ
タリング（学習モード）
に適したボリューム（
Document

EvtVolumeArwCandidate
）

イベント ボリューム 情報

ランサムウェア対策モニ
タリング（アクティブモ
ード）に適したボリュー
ム（ Document

VolumeSuitedForActiveAn

tiRansomwareDetection
）

リスク ボリューム 警告

ボリュームでランサムウ
ェア対策によるアラート
が発生する（
antiRansomwareFeatureN

oisyVolume ）

リスク ボリューム 警告

影響範囲：データ保護

イベント名（トラップ名
）

影響レベル ソースタイプ 重大度

ボリュームにローカ
ルSnapshot保護が不十分
です
（volumeLacksLocalProte

ctionWarning）

リスク ボリューム 警告

ボリュームにローカ
ルSnapshot保護が不十分
です
（volumeLacksLocalProte

ctionCleared）

リスク ボリューム 警告

ボリューム移動ステータスイベント

ボリューム移動のステータスのイベントは、ボリューム移動のステータスについて通知
します。これにより、潜在的な問題を監視できます。影響範囲別にイベントがまとめら
れ、イベント名とトラップ名、影響レベル、ソースタイプ、および重大度が表示されま
す。
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影響範囲：容量

イベント名（トラップ名
）

影響レベル ソースタイプ 重大度

ボリューム移動ステータ
ス：実行中（該当なし）

イベント ボリューム 情報

ボリューム移動ステータ
ス - 失敗（ Document

EvtVolumeMoveFailed ）

リスク ボリューム エラー

ボリューム移動ステータ
ス：完了（該当なし）

イベント ボリューム 情報

ボリューム移動 - カット
オーバー保留（
Document

EvtVolumeMoveCutoverD

eferred ）

リスク ボリューム 警告

イベントウィンドウとダイアログボックスの概要

環境内の問題はイベントを通じて通知されます。イベント管理のインベントリページお
よびイベントの詳細ページを使用して、すべてのイベントを監視できます。通知設定オ
プションダイアログボックスを使用して通知を設定できます。イベントの設定ページを
使用して、イベントを無効または有効にすることができます。

通知ページ

Unified Manager サーバでは、イベントが生成されたときやユーザに割り当てられたとき
に通知を送信するように設定することができます。通知メカニズムを設定することもで
きます。たとえば、通知を E メールや SNMP トラップとして送信できます。

アプリケーション管理者またはストレージ管理者のロールが必要です。

E メール

この領域では、アラート通知に関する次の E メール設定を行うことができます。

• * 送信元アドレス *

アラート通知の送信元 E メールアドレスを指定します。この値は、共有時にレポートの送信元アドレスと
しても使用されます。送信元アドレスに「 ActiveIQUnifiedManager@localhost.com 」というアドレスが
あらかじめ入力されている場合は、実際の作業用 E メールアドレスに変更して、すべての E メール通知
が正常に配信されるようにしてください。
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SMTP サーバ

この領域では、次の SMTP サーバ設定を行うことができます。

• * ホスト名または IP アドレス *

SMTP ホストサーバのホスト名を指定します。このホスト名は、指定した受信者へのアラート通知の送信
に使用されます。

• * ユーザー名 *

SMTP ユーザ名を指定します。SMTP ユーザ名は、 SMTP サーバで SMTPAUTH が有効になっている場
合にのみ必要です。

• * パスワード *

SMTP パスワードを指定します。SMTP ユーザ名は、 SMTP サーバで SMTPAUTH が有効になっている
場合にのみ必要です。

• * ポート *

アラート通知を送信する SMTP ホストサーバで使用されるポートを指定します。

デフォルト値は 25. です。

• * START/TLS* を使用します

このチェックボックスをオンにすると、 TLS/SSL プロトコル（ start_tls および StartTLS とも表記）を使
用して SMTP サーバと管理サーバの間のセキュアな通信が確立されます。

• * SSL * を使用します

このチェックボックスをオンにすると、 SSL プロトコルを使用して SMTP サーバと管理サーバの間のセ
キュアな通信が確立されます。

SNMP

この領域では、次の SNMP トラップ設定を行うことができます。

• * バージョン *

必要なセキュリティのタイプに応じて、使用する SNMP のバージョンを指定します。オプションには、
バージョン 1 、バージョン 3 、認証を使用するバージョン 3 、認証と暗号化を使用するバージョン 3 が
あります。デフォルト値はバージョン 1 です。

• * トラップ送信先ホスト *

管理サーバによって送信される SNMP トラップを受信するホスト名または IP アドレス（ IPv4 または
IPv6 ）を指定します。複数のトラップ送信先を指定するには、各ホストをカンマで区切ります。

「バージョン」や「アウトバウンドポート」などの他の SNMP 設定は、リスト内のすべて
のホストで同じでなければなりません。
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• * アウトバウンドトラップポート *

管理サーバによって送信されるトラップを SNMP サーバが受信する際に使用するポートを指定します。

デフォルト値は 162. です。

• * コミュニティ *

ホストにアクセスするためのコミュニティストリングです。

• * エンジン ID *

SNMP エージェントの一意の識別子を指定します。この識別子は、管理サーバによって自動的に生成され
ます。エンジン ID は、 SNMP バージョン 3 、認証付き SNMP バージョン 3 、認証および暗号化付き
SNMP バージョン 3 で使用できます。

• * ユーザー名 *

SNMP ユーザ名を指定します。ユーザ名は、 SNMP バージョン 3 、認証を使用する SNMP バージョン 3

、および認証と暗号化を使用する SNMP バージョン 3 で使用できます。

• * 認証プロトコル *

ユーザの認証に使用するプロトコルを指定します。プロトコルオプションには MD5 と SHA がありま
す。MD5 がデフォルト値です。認証プロトコルは、認証および暗号化を使用する SNMP バージョン 3 で
使用できます。

• * 認証パスワード *

ユーザの認証時に使用するパスワードを指定します。認証パスワードは、 SNMP バージョン 3 （認証あ
り）および SNMP バージョン 3 （認証および暗号化あり）で使用できます。

• * プライバシープロトコル *

SNMP メッセージの暗号化に使用するプライバシープロトコルを指定します。プロトコルのオプションに
は、 AES 128 と DES があります。デフォルト値は AES 128 です。プライバシープロトコルは、認証お
よび暗号化を使用する SNMP バージョン 3 で使用できます。

• * プライバシーパスワード *

プライバシープロトコルを使用する場合のパスワードを指定します。プライバシーパスワードは、認証と
暗号化を使用する SNMP バージョン 3 で使用できます。

SNMPのオブジェクトとトラップの詳細については、をダウンロードしてください "Active IQ Unified

Manager MIBです" NetApp Support Site から。

Event Management のインベントリページ

Event Management インベントリページでは、現在のイベントとそのプロパティのリス
トを表示できます。イベントについて、確認、解決、割り当てなどのタスクを実行する
ことができます。特定のイベントに対するアラートを追加することもできます。
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このページの情報は 5 分ごとに自動的に更新され、最新のイベントが表示されます。

フィルタコンポーネント

イベントリストに表示される情報をカスタマイズできます。次のコンポーネントを使用して、イベントのリス
トを絞り込むことができます。

• [ 表示 ] メニューでは、事前定義されたフィルタ選択のリストから選択できます。

これには、すべてのアクティブなイベント（新規および確認済みのイベント）、アクティブなパフォーマ
ンスイベント、自分（ログインしているユーザ）に割り当てられているイベント、メンテナンス時間中に
生成されたすべてのイベントなどの項目が含まれます。

• 検索ペインでキーワードの全体または一部を入力して、イベントのリストを絞り込むことができます。

• [ フィルタ ] ペインを起動する [ フィルタ ] ボタン。使用可能なすべてのフィールドとフィールド属性から
選択して、イベントのリストを絞り込むことができます。

コマンドボタン

各コマンドボタンを使用して次のタスクを実行できます。

• * 「 * 」に割り当てます

イベントを割り当てるユーザを選択できます。イベントをユーザに割り当てると、イベントリストの選択
したイベントの該当するフィールドに、そのユーザの名前とイベントを割り当てた時刻が追加されます。

◦ 私

現在ログインしているユーザにイベントを割り当てます。

◦ 別のユーザ

[ 所有者の割り当て ] ダイアログボックスが表示されますこのダイアログボックスでは ' イベントを他
のユーザーに割り当てたり ' 再割り当てしたりできます所有権のフィールドを空白にすると、イベン
トの割り当てを解除できます。

• * 確認 *

選択したイベントを確認します。

イベントを確認すると、イベントリストの選択したイベントの該当するフィールドに、自分のユーザ名と
イベントを確認した時刻が追加されます。確認したイベントについては、自分で対処する必要がありま
す。

情報イベントに確認応答することはできません。

• * 解決済みとしてマーク *

イベントの状態を解決済みに変更できます。

イベントを解決すると、イベントリストの選択したイベントの該当するフィールドに、自分のユーザ名と
イベントを解決した時刻が追加されます。イベントに対処したら、そのイベントを解決済みとしてマーク
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する必要があります。

• * アラートの追加 *

アラートの追加ダイアログボックスが表示され、選択したイベントのアラートを追加できます。

• * レポート *

現在のイベントビューの詳細をカンマ区切り値（ .csv ）ファイルまたは PDF ドキュメントとしてエクス
ポートできます。

• * 列セレクタの表示 / 非表示 *

ページに表示する列とその表示順序を選択できます。

イベントのリスト

すべてのイベントの詳細がトリガーされた時刻の順に表示されます。

デフォルトでは、すべてのアクティブなイベントの表示には、影響レベルがインシデントまたはリスクである
過去 7 日間の「新規」と「確認済み」のイベントが表示されます。

• * トリガー日時 *

イベントが生成された時刻。

• * 重大度 *

イベントの重大度： Critical （ ）、エラー（ ）、警告（ ）、および情報（ ）。

• * 状態 *

イベントの状態：新規、確認済み、解決済み、廃止。

• * 影響レベル *

イベントの影響レベル：インシデント、リスク、イベント、アップグレード。

• * 影響領域 *

イベントの影響領域：可用性、容量、パフォーマンス、保護、構成、 または Security を選択します。

• * 名前 *

イベント名。名前を選択して、そのイベントのイベントの詳細ページを表示できます。

• * 出典 *

イベントが発生したオブジェクトの名前。名前を選択して、そのオブジェクトの健全性またはパフォーマ
ンスの詳細ページを表示できます。

共有 QoS ポリシーの違反の場合、このフィールドには、 IOPS または MBps が高い上位のワークロード
オブジェクトのみが表示されます。このポリシーを使用する他のワークロードは、イベントの詳細ページ
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に表示されます。

• * ソースタイプ *

イベントが関連付けられているオブジェクトのタイプ（ Storage VM 、ボリューム、 qtree など）。

• * 割り当て先 *

イベントが割り当てられているユーザの名前。

• * イベントの発生元 *

イベントの生成元が「 Active IQ ポータル」であるか、「 Active IQ Unified Manager 」から直接である
か。

• * アノテーション名 *

ストレージオブジェクトに割り当てられたアノテーションの名前。

• * メモ *

イベントに追加されたメモの数。

• * 未処理日数 *

イベントが最初に生成されてからの経過日数。

• * 割り当て時間 *

イベントがユーザに割り当てられてからの経過時間。1 週間を過ぎたイベントには、割り当て時のタイム
スタンプが表示されます。

• * 承認者 *

イベントを確認したユーザの名前。イベントが確認されていない場合は空白になります。

• * 承認時間 *

イベントが確認されてからの経過時間。1 週間を過ぎたイベントには、確認時のタイムスタンプが表示さ
れます。

• * 解決者 *

イベントを解決したユーザの名前。イベントが解決されていない場合は空白になります。

• * 解決時間 *

イベントが解決されてからの経過時間。1 週間を過ぎたイベントには、解決時のタイムスタンプが表示さ
れます。

• * 廃止時刻 *

イベントの状態が「廃止」になった時刻。
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イベントの詳細ページ

イベントの詳細ページでは、選択したイベントの重大度、影響レベル、影響領域、イベ
ントソースなどの詳細を確認できます。問題を解決するための考えられる対処方法につ
いて、追加情報を確認することもできます。

• * イベント名 *

イベントの名前と最終確認時刻。

パフォーマンスイベント以外のイベントの場合は、状態が「新規」または「確認済み」のときは最終確認
時刻が不明なため、この情報は表示されません。

• * イベント概要 *

イベントの簡単な概要。

イベント概要には、イベントがトリガーされた理由が含まれる場合があります。

• * 競合状態のコンポーネント *

動的なパフォーマンスイベントについて、クラスタの論理コンポーネントと物理コンポーネントを表すア
イコンが表示されます。コンポーネントが競合状態にある場合は、アイコンが赤い丸で強調表示されま
す。

表示されるコンポーネントの概要については、「 _ クラスタコンポーネントとその競合の原因」を参照し
てください。

「イベント情報」、「システム診断」、および「推奨処置」の各セクションについては、他のトピックで説明
しています。

コマンドボタン

各コマンドボタンを使用して次のタスクを実行できます。

• * メモアイコン *

イベントに関するメモを追加または更新したり、他のユーザが残したすべてのメモを確認したりできま
す。

• アクションメニュー *

• * 自分に割り当て *

イベントを自分に割り当てます。

• * 他のユーザーに割り当て *

[ 所有者の割り当て ] ダイアログボックスが開きますこのダイアログボックスで ' イベントを他のユーザー
に割り当てたり ' 再割り当てしたりできます

イベントをユーザに割り当てると、イベントリストの選択したイベントの該当するフィールドに、ユーザ
の名前とイベントが割り当てられた時刻が追加されます。
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所有権のフィールドを空白にすると、イベントの割り当てを解除できます。

• * 確認 *

選択したイベントに確認応答し、アラート通知が繰り返し送信されないようにします。

イベントを確認すると、ユーザ名とそのイベントを確認した時刻が、選択したイベントのイベントリスト
（確認済みのイベントのリスト）に追加されます。確認したイベントについては、自分で対処する必要が
あります。

• * 解決済みとしてマーク *

イベントの状態を解決済みに変更できます。

イベントを解決すると、イベントリスト（で解決）に選択したイベントのユーザ名と解決時刻が追加され
ます。イベントに対処したら、そのイベントを解決済みとしてマークする必要があります。

• * アラートの追加 *

アラートの追加ダイアログボックスが表示され、選択したイベントにアラートを追加できます。

[Event Information] セクションに表示される内容

イベントの詳細ページのイベント情報セクションでは、選択したイベントについて、イ
ベントの重大度、影響レベル、影響領域、イベントソースなどの詳細を確認できます。

イベントタイプに該当しないフィールドは表示されません。イベントに関する次の詳細を確認できます。

• * イベントトリガー時間 *

イベントが生成された時刻。

• * 状態 *

イベントの状態：新規、確認済み、解決済み、廃止。

• * 原因を廃止 *

問題が修正されたなど、イベントを廃止する原因となった操作。

• * イベント期間 *

アクティブなイベント（新規および確認済みのイベント）の場合は、イベントが検出されてから最後に分
析されるまでの時間です。廃止イベントの場合は、イベントが検出されてから解決されるまでの時間で
す。

このフィールドは、すべてのパフォーマンスイベントに対して表示されます。その他のタイプのイベント
については、解決されるか廃止になったあとにのみ表示されます。

• * 最終発生日 *

イベントがアクティブだった最終日時。
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パフォーマンスイベントの場合は、イベントがアクティブであるかぎり、パフォーマンスデータの新しい
収集が実行されるたびにこのフィールドが更新されるため、この値はイベントトリガー時間よりも新しい
可能性があります。その他のタイプのイベントの場合は、状態が「新規」または「確認済み」のときは内
容が更新されないため、このフィールドは非表示になります。

• * 重大度 *

イベントの重大度： Critical （ ）、エラー（ ）、警告（ ）、および情報（ ）。

• * 影響レベル *

イベントの影響レベル：インシデント、リスク、イベント、アップグレード。

• * 影響領域 *

イベントの影響領域：可用性、容量、パフォーマンス、保護、構成、 または Security を選択します。

• * 出典 *

イベントが発生したオブジェクトの名前。

共有 QoS ポリシーのイベントの詳細を表示している場合、このフィールドには、 IOPS または MBps が
高い上位のワークロードオブジェクトが最大 3 つ表示されます。

ソース名のリンクをクリックすると、そのオブジェクトの健全性またはパフォーマンスの詳細ページを表
示できます。

• * ソースアノテーション *

イベントが関連付けられているオブジェクトのアノテーションの名前と値が表示されます。

このフィールドは、クラスタ、 SVM 、およびボリュームの健全性イベントに対してのみ表示されます。

• * ソースグループ *

該当オブジェクトがメンバーになっているすべてのグループの名前が表示されます。

このフィールドは、クラスタ、 SVM 、およびボリュームの健全性イベントに対してのみ表示されます。

• * ソースタイプ *

イベントが関連付けられているオブジェクトのタイプ（ SVM 、ボリューム、 qtree など）。

• * クラスタ上 *

イベントが発生したクラスタの名前。

クラスタ名のリンクをクリックすると、そのクラスタの健全性またはパフォーマンスの詳細ページを表示
できます。

• * 影響を受けるオブジェクト数 *

イベントの影響を受けるオブジェクトの数。
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オブジェクトのリンクをクリックすると、インベントリページが表示され、現在このイベントの影響を受
けているオブジェクトを確認できます。

このフィールドは、パフォーマンスイベントに対してのみ表示されます。

• * 影響を受けるボリューム *

このイベントの影響を受けるボリュームの数。

このフィールドは、ノードまたはアグリゲートのパフォーマンスイベントに対してのみ表示されます。

• * トリガーされたポリシー *

イベントを発行したしきい値ポリシーの名前。

ポリシー名にカーソルを合わせると、しきい値ポリシーの詳細を確認できます。アダプティブ QoS ポリ
シーの場合は、定義されているポリシー、ブロックサイズ、および割り当てのタイプ（割り当てスペース
または使用スペース）も表示されます。

このフィールドは、パフォーマンスイベントに対してのみ表示されます。

• * ルール ID *

Active IQ プラットフォームイベントの場合、イベントの生成をトリガーされたルールの番号です。

• * 承認者 *

イベントに確認応答したユーザの名前と応答時刻。

• * 解決者 *

イベントを解決したユーザの名前と解決時刻。

• * 割り当て先 *

イベントに対応するように割り当てられているユーザーの名前。

• * アラート設定 *

アラートに関する次の情報が表示されます。

◦ 選択したイベントに関連付けられているアラートがない場合は、 * アラートの追加 * リンクが表示さ
れます。

リンクをクリックすると、 [Add Alert] ダイアログボックスを開くことができます。

◦ 選択したイベントにアラートが 1 つ関連付けられている場合は、そのアラートの名前が表示されま
す。

リンクをクリックすると、 [Edit Alert] ダイアログボックスを開くことができます。

◦ 選択したイベントにアラートが複数関連付けられている場合は、アラートの数が表示されます。
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リンクをクリックすると、アラートセットアップページが開き、アラートの詳細が表示されます。

無効になっているアラートは表示されません。

• * 最後に送信された通知 *

最新のアラート通知が送信された日時。

• * 送信者 *

アラート通知の送信に使用されたメカニズム（ E メールまたは SNMP トラップ）。

• * 前回のスクリプト実行 *

アラートが生成されたときに実行されたスクリプトの名前。

[ 提案されたアクション ] セクションの表示内容

[ イベントの詳細 ] ページの [ 提案されたアクション ] セクションには、イベントの考え
られる理由が表示され、独自の方法でイベントを解決できるようにいくつかのアクショ
ンが提案されます。推奨される対処方法は、イベントのタイプまたは超過したしきい値
のタイプに基づいてカスタマイズされます。

この領域は、一部のタイプのイベントに対してのみ表示されます。

特定のアクションを実行するための手順など、推奨される多くのアクションについて追加情報を参照する *

Help * リンクがページに表示される場合があります。一部の対処方法では、 Unified Manager 、 ONTAP

System Manager 、 OnCommand Workflow Automation 、 ONTAP CLI コマンド、またはこれらのツールの組
み合わせを使用する場合があります。

これらの推奨される対処方法は、このイベントを解決するための一般的なガイダンスであることに注意してく
ださい。このイベントを解決するための対処方法は、環境に応じて決める必要があります。

オブジェクトやイベントを詳しく分析するには、 * ワークロードの分析 * ボタンをクリックしてワークロード
の分析ページを表示します。

イベントによっては、 Unified Manager の詳細な診断によって 1 つの解決策が提供されることがあります。解
決策がある場合は、 * Fix it * ボタンで表示されます。このボタンをクリックすると、 Unified Manager によっ
てイベントの原因となっている問題が修正されます。

Active IQ プラットフォームイベントの場合、問題と解決策について解説したネットアップのナレッジベース
の記事へのリンクがこのセクションに表示されることがあります。外部ネットワークへのアクセスがないサイ
トでは、ナレッジベースの記事の PDF がローカルで開きます。この PDF は、 Unified Manager インスタンス
に手動でダウンロードしたルールファイルに含まれています。

「システム診断」セクションの表示内容

イベント詳細ページのシステム診断セクションには、イベントに関連する問題の診断に
役立つ情報が記載されています。

この領域は、一部のイベントに対してのみ表示されます。
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一部のパフォーマンスイベントについては、トリガーされたイベントに関連するグラフが表示されます。通常
は、過去 10 日間の IOPS または MBps のグラフとレイテンシのグラフです。これらのグラフを確認すること
で、イベントがアクティブなときにレイテンシに影響している、または影響を受けているストレージコンポー
ネントを特定できます。

動的なパフォーマンスイベントについては、次のグラフが表示されます。

• ワークロードレイテンシ - 競合状態のコンポーネントの Victim 、 Bully 、 Shark の上位のワークロードに
ついて、レイテンシの履歴が表示されます。

• ワークロードアクティビティ - 競合状態のクラスタコンポーネントのワークロードの使用量に関する詳細
が表示されます。

• リソースアクティビティ - 競合状態のクラスタコンポーネントの過去のパフォーマンス統計が表示されま
す。

一部のクラスタコンポーネントが競合状態にある場合は、これ以外のグラフが表示されます。

その他のイベントについては、ストレージオブジェクトに対して実行されている分析タイプの簡単な概要が表
示されます。複数のパフォーマンスカウンタを分析するシステム定義のパフォーマンスポリシーについて、分
析されたコンポーネントごとに 1 行以上の行が表示されることがあります。このシナリオでは、診断の横
に、その診断で問題が見つかったかどうかを示す緑または赤のアイコンが表示されます。

Event Setup ページ

[Event Setup] ページに、無効なイベントのリストが表示され、関連するオブジェクトタ
イプやイベントの重大度などの情報が提供されます。イベントのグローバルな無効化や
有効化などのタスクを実行することもできます。

このページにアクセスできるのは、アプリケーション管理者ロールまたはストレージ管理者ロールが割り当て
られている場合のみです。

コマンドボタン

選択したイベントについて、各コマンドボタンを使用して次のタスクを実行できます。

• * 無効 *

[ イベントの無効化 ] ダイアログボックスが開きます。このダイアログボックスを使用して、イベントを
無効にできます。

• * 有効 *

以前に無効にするように選択したイベントを有効にします。

• * ルールのアップロード *

ルールのアップロードダイアログボックスを表示します。このダイアログボックスで、外部ネットワーク
アクセスのないサイトから Active IQ ルールファイルを Unified Manager に手動でアップロードできま
す。これらのルールがクラスタの AutoSupport メッセージに対して実行され、 Active IQ プラットフォー
ムで定義されているシステム構成、ケーブル配線、ベストプラクティス、および可用性についてのイベン
トが生成されます。
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• * EMS イベント * を購読しなさい

[EMS イベントのサブスクライブ（ Subscribe to EMS Events ） ] ダイアログボックスを開きます。この
ダイアログボックスでは、監視しているクラスタから特定の Event Management System （ EMS ；イベ
ント管理システム）イベントを受け取るようにサブスクライブできます。EMS では、クラスタで発生し
たイベントに関する情報を収集します。サブスクライブした EMS イベントに関する通知を受信すると、
適切な重大度を使用して Unified Manager イベントが生成されます。

リストビュー

リストビューには、無効になっているイベントに関する情報が表形式で表示されます。列のフィルタを使用し
て、表示するデータをカスタマイズできます。

• * イベント *

無効なイベントの名前が表示されます。

• * 重大度 *

イベントの重大度が表示されます。重大、エラー、警告、情報のいずれかです。

• * ソースタイプ *

イベントが生成されるソースタイプが表示されます。

DisableEvents タイアロクホツクス

[ イベントの無効化 ] ダイアログボックスには、イベントを無効にできるイベントタイプ
のリストが表示されます。イベントタイプの特定の重大度のイベントを無効にしたり、
一連のイベントを無効にしたりできます。

アプリケーション管理者またはストレージ管理者のロールが必要です。

[ イベントのプロパティ ] 領域

Event Properties 領域では、次のイベントプロパティを指定します。

• * イベントの重大度 *

重大度タイプに基づいてイベントを選択できます。タイプは、「重大」、「エラー」、「警告」、「情
報」のいずれかになります。

• * イベント名に * が含まれています

名前に指定した文字を含むイベントをフィルタできます。

• * 一致イベント *

指定した重大度タイプとテキスト文字列に一致するイベントのリストが表示されます。

• * イベントを無効にする *
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無効にするように選択したイベントのリストが表示されます。

イベント名に加えてイベントの重大度も表示されます。

コマンドボタン

選択したイベントについて、各コマンドボタンを使用して次のタスクを実行できます。

• * 保存して閉じる *

イベントタイプを無効にしてダイアログボックスを閉じます。

• * キャンセル *

変更内容を破棄してダイアログボックスを閉じます。

アラートの管理

特定のイベントまたは特定の重大度タイプのイベントが発生したときに自動的に通知を
送信するアラートを設定できます。アラートをスクリプトに関連付けて、アラートがト
リガーされたときにスクリプトが実行されるようにすることもできます。

アラートとは

イベントが継続的に発生している状況では、イベントが指定したフィルタ条件を満たす
場合にのみ、 Unified Manager はアラートを生成します。アラートを生成するイベント
を選択できます。たとえば、スペースのしきい値を超えた場合やオブジェクトがオフラ
インになった場合などです。アラートをスクリプトに関連付けて、アラートがトリガー
されたときにスクリプトが実行されるようにすることもできます。

フィルタ条件には、オブジェクトクラス、名前、またはイベントの重大度が含まれます。

アラート E メールに含まれる情報

Unified Manager のアラート E メールには、イベントのタイプ、イベントの重大度、イ
ベントを原因で通知するために違反したポリシーまたはしきい値の名前、およびイベン
トの概要が記載されています。また、 UI でイベントの詳細ページを確認できるように、
各イベントのハイパーリンクも E メールメッセージ内に記載されています。

アラート E メールは、アラートを受け取るようにサブスクライブしているすべてのユーザに送信されます。

パフォーマンスカウンタ原因や容量の値が収集期間内に大きく変わった場合、同じしきい値ポリシーに対して
重大イベントと警告イベントの両方が同時にトリガーされることがあります。この場合、警告イベント用と重
大イベント用の E メールが 1 通ずつ届きます。これは、 Unified Manager では、警告と重大のしきい値違反
に対するアラートを受信するように個別に登録できるためです。

アラート E メールの例を次に示します。
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アラートの追加

特定のイベントが生成されたときに通知するようにアラートを設定できます。アラート
は、単一のリソース、リソースのグループ、または特定の重大度タイプのイベントにつ
いて設定することができます。通知を受け取る頻度を指定したり、アラートにスクリプ
トを関連付けたりできます。

• 必要なもの *

• イベント生成時に Active IQ Unified Manager サーバからユーザに通知を送信できるように、通知に使用す
るユーザの E メールアドレス、 SMTP サーバ、 SNMP トラップホストなどを設定しておく必要がありま
す。

• アラートをトリガーするリソースとイベント、および通知するユーザのユーザ名または E メールアドレス
を確認しておく必要があります。

• イベントに基づいてスクリプトを実行する場合は、 Scripts ページを使用して Unified Manager にスクリ
プトを追加しておく必要があります。

• アプリケーション管理者またはストレージ管理者のロールが必要です。

アラートは、ここで説明するように、 Alert Setup ページからアラートを作成するだけでなく、イベントを受
信した後に Event Details ページから直接作成できます。

手順

1. 左側のナビゲーションペインで、 * Storage Management * > * Alert Setup * をクリックします。
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2. [* Alert Setup* ] ページで、 [* Add] をクリックします。

3. [ * アラートの追加 * ] ダイアログボックスで、 [ * 名前 * ] をクリックし、アラートの名前と概要を入力し
ます。

4. [* リソース ] をクリックし、アラートに含めるリソースまたはアラートから除外するリソースを選択しま
す。

[ * 次を含む名前（ * Name Contains ） ] フィールドでテキスト文字列を指定してフィルタを設定し、リソ
ースのグループを選択できます。指定したテキスト文字列に基づいて、フィルタルールに一致するリソー
スのみが使用可能なリソースのリストに表示されます。指定するテキスト文字列では、大文字と小文字が
区別されます。

あるリソースが対象に含めるルールと除外するルールの両方に該当する場合は、除外するルールが優先さ
れ、除外されたリソースに関連するイベントについてはアラートが生成されません。

5. [*Events] をクリックし、アラートをトリガーするイベント名またはイベントの重大度タイプに基づいてイ
ベントを選択します。

複数のイベントを選択するには、 Ctrl キーを押しながら選択します。

6. [*Actions] をクリックし、通知するユーザを選択し、通知頻度を選択し、 SNMP トラップをトラップレシ
ーバに送信するかどうかを選択し、アラートが生成されたときに実行するスクリプトを割り当てます。

ユーザに対して指定されている E メールアドレスを変更し、アラートを再び開いて編集し
ようとすると、変更した E メールアドレスが以前に選択したユーザにマッピングされてい
ないため、名前フィールドは空白になります。また、選択したユーザの E メールアドレス
を Users ページで変更した場合、変更後の E メールアドレスは反映されません。

SNMP トラップを使用してユーザに通知することもできます。

7. [ 保存（ Save ） ] をクリックします。

アラートの追加例

この例は、次の要件を満たすアラートを作成する方法を示しています。

• アラート名： HealthTest

• リソース：名前に「 abc 」が含まれるすべてのボリュームを対象に含め、名前に「 xyz 」が含まれるすべ
てのボリュームを対象から除外する

• イベント：健全性に関するすべての重大なイベントを含みます

• アクション：「 sample@domain.com 」、「 Test 」スクリプトが含まれ、 15 分ごとにユーザに通知する
必要があります

[Add Alert] ダイアログボックスで、次の手順を実行します。

1. [* 名前 ] をクリックし、 [ アラート名 *] フィールドに「 HealthTest 」と入力します。

2. [* リソース ] をクリックし、 [ 含める ] タブで、ドロップダウン・リストから [* ボリューム ] を選択しま
す。

a. 「 * Name Contains * 」フィールドに「 * abc 」と入力して、「 abc 」という名前のボリュームを表
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示します。

b. 「 * + 」を選択します[All Volumes whose name contains 'abc']+* を使用可能なリソース領域から選択
したリソース領域に移動します。

c. [* 除外する ] をクリックし '[ 名前に * が含まれています ] フィールドに *xyz`] と入力し '[Add] をクリ
ックします

3. [* イベント ] をクリックし、 [ イベントの重要度 ] フィールドから [ クリティカル *] を選択します。

4. [Matching Events] 領域から [*All Critical Events] を選択し、 [Selected Events] 領域に移動します。

5. [* アクション * ] をクリックし、 [Alert these Users] フィールドに「 * 」「 ample@domain.com 」と入力
します。

6. 15 分ごとにユーザに通知するには、「 * 15 分ごとに通知する」を選択します。

指定した期間、受信者に繰り返し通知を送信するようにアラートを設定できます。アラートに対してイベ
ント通知をアクティブにする時間を決める必要があります。

7. 実行するスクリプトの選択メニューで、 * テスト * スクリプトを選択します。

8. [ 保存（ Save ） ] をクリックします。

アラートの追加に関するガイドライン

アラートは、クラスタ、ノード、アグリゲート、ボリュームなどのリソース、および特
定の重大度タイプのイベントに基づいて追加できます。ベストプラクティスとして、重
要なオブジェクトが属するクラスタを追加したあと、それらのすべてのオブジェクトに
ついてのアラートを追加することを推奨します。

アラートを作成する際は、システムを効率的に管理できるように次のガイドラインと考慮事項を参考にしてく
ださい。

• Alert 概要の略

アラートを効果的に追跡できるように、概要をアラートに設定する必要があります。

• リソース

アラートが必要な物理リソースまたは論理リソースを決める必要があります。必要に応じて、リソースを
追加したり除外したりできます。たとえば、アラートを設定してアグリゲートを詳細に監視する場合は、
リソースのリストから必要なアグリゲートを選択する必要があります。

リソースのカテゴリを選択した場合（ * + など）[All User or Group Quotas]+* を指定すると、そのカテゴ
リのすべてのオブジェクトに関するアラートが送信されます。

リソースとしてクラスタを選択しても、そのクラスタ内のストレージオブジェクトは自動
的には選択されません。たとえば、すべてのクラスタのすべての重大イベントに対するア
ラートを作成した場合、受信するアラートの対象はクラスタの重大イベントのみです。ノ
ードやアグリゲートなどの重大イベントに対するアラートは受信しません。

• イベントの重大度

イベントの重大度（重大、エラー、警告）ごとにアラートをトリガーするかどうかを決め、アラートをト
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リガーする重大度を指定する必要があります。

• 選択したイベント

生成されるイベントのタイプに基づいてアラートを追加する場合は、アラートが必要なイベントを決める
必要があります。

イベントの重大度を選択し、個々のイベントを選択しなかった場合（「選択したイベント」列を空白にし
た場合）は、カテゴリのすべてのイベントに関するアラートが表示されます。

• アクション

通知を受信するユーザのユーザ名と E メールアドレスを指定する必要があります。通知のモードとして
SNMP トラップを指定することもできます。アラートが生成されたときに実行されるように、アラートに
スクリプトを関連付けることができます。

• 通知の頻度

指定した期間、受信者に繰り返し通知を送信するようにアラートを設定できます。アラートに対してイベ
ント通知をアクティブにする時間を決める必要があります。イベントが確認されるまでイベント通知を再
送する場合は、通知を再送する頻度を決める必要があります。

• スクリプトを実行します

アラートにスクリプトを関連付けることができます。スクリプトはアラートが生成されると実行されま
す。

パフォーマンスイベントのアラートを追加しています

パフォーマンスイベントのアラートは、 Unified Manager で受信する他のイベントと同
様に、イベントごとに個別に設定することができます。また、すべてのパフォーマンス
イベントを同じように扱い、同じユーザに E メールを送信する場合は、重大または警告
のパフォーマンスイベントがトリガーされたときに通知する共通のアラートを作成する
こともできます。

• 必要なもの *

アプリケーション管理者またはストレージ管理者のロールが必要です。

次の例は、レイテンシ、 IOPS 、および MBps のすべての重大イベントに対するイベントを作成する方法を示
しています。同じ方法で、すべてのパフォーマンスカウンタからイベントを選択したり、すべての警告イベン
トに対してイベントを選択したりできます。

手順

1. 左側のナビゲーションペインで、 * Storage Management * > * Alert Setup * をクリックします。

2. [* Alert Setup* ] ページで、 [* Add] をクリックします。

3. [ * アラートの追加 * ] ダイアログボックスで、 [ * 名前 * ] をクリックし、アラートの名前と概要を入力し
ます。

4. [* リソース ] ページでは、リソースを選択しないでください。
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リソースを選択していないため、クラスタ、アグリゲート、ボリュームなど、何に対するイベントを受信
したかに関係なく、すべてのリソースにアラートが適用されます。

5. [* Events （イベント） ] をクリックして、次の操作を実行します。

a. イベントの重大度リストで、 * クリティカル * を選択します。

b. [Event Name Contains] フィールドに「 * 'latency 」と入力し、矢印をクリックして、一致するすべて
のイベントを選択します。

c. [Event Name Contains] フィールドに「 'IOPS` 」と入力し、矢印をクリックして、一致するすべての
イベントを選択します。

d. [Event Name Contains] フィールドに「 *`mbps 」と入力し、矢印をクリックして一致するすべてのイ
ベントを選択します。

6. [* アクション * ] をクリックし、 [ これらのユーザーに警告 ] フィールドで警告メールを受信するユーザー
の名前を選択します。

7. SNMP トラップの発行やスクリプトの実行など、このページの他のオプションを設定します。

8. [ 保存（ Save ） ] をクリックします。

アラートのテスト

アラートをテストして、アラートが正しく設定されていることを確認できます。イベン
トがトリガーされるとアラートが生成され、設定した受信者にアラート E メールが送信
されます。テストアラートを使用して、通知が送信されるかどうか、およびスクリプト
が実行されるかどうかを確認できます。

• 必要なもの *

• 受信者の E メールアドレス、 SMTP サーバ、 SNMP トラップなどの通知を設定しておく必要がありま
す。

Unified Manager サーバはこれらの設定を使用して、イベントが生成されたときにユーザに通知を送信し
ます。

• スクリプトを割り当てて、アラートが生成されたときに実行するようにスクリプトを設定しておく必要が
あります。

• アプリケーション管理者のロールが必要です。

手順

1. 左側のナビゲーションペインで、 * Storage Management * > * Alert Setup * をクリックします。

2. [* アラート設定 * ] ページで、テストするアラートを選択し、 [ * テスト * ] をクリックします。

アラートの作成時に指定した E メールアドレスにテストアラート E メールが送信されます。

解決済み / 廃止状態のイベントに対するアラートの有効化 / 無効化

アラートを送信するように設定したすべてのイベントについて、使用可能なすべての状
態（新規、確認済み、解決済み、廃止）に移行したときにアラートメッセージが送信さ
れます。イベントが解決済み / 廃止状態に移行したときにアラートを受信したくない場
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合は、アラートを抑制するようグローバルに設定できます。

• 必要なもの *

アプリケーション管理者またはストレージ管理者のロールが必要です。

デフォルトでは、イベントが解決済み / 廃止状態に移行する際にアラートは送信されません。

手順

1. 左側のナビゲーションペインで、 * Storage Management * > * Alert Setup * をクリックします。

2. [* アラートの設定 * （ * Alert Setup * ） ] ページで、項目の横にあるスライダコントロールを使用して、
解決済み / 廃止イベントのアラート * を使用して、次のいずれかのアクションを実行します。

目的 手順

イベントが解決済みまたは廃止状態に移行したとき
のアラートの送信を停止します

スライダコントロールを左に移動します

イベントが解決済みまたは廃止状態に移行したとき
のアラートの送信を開始します

スライダコントロールを右に移動します

ディザスタリカバリのデスティネーションボリュームをアラート生成対象から除外しま
す

ボリュームアラートを設定するときに、ボリュームまたはボリュームグループを識別す
る文字列をアラートダイアログボックスで指定できます。ただし、 SVM のディザスタ
リカバリを設定している場合は、ソースボリュームとデスティネーションボリュームの
名前が同じであるため、両方のボリュームについてアラートを受け取ることになりま
す。

• 必要なもの *

アプリケーション管理者またはストレージ管理者のロールが必要です。

ディザスタリカバリのデスティネーションボリュームに対するアラートを無効にするには、デスティネーショ
ン SVM の名前を含むボリュームを除外します。これは、ボリュームイベントの識別子に SVM 名とボリュー
ム名の両方が「 <svm_name> ： /<volume_name> 」の形式で含まれていることを確認したものです。

次の例は、プライマリ SVM 「 vs1 」上のボリューム「 vol1 」に対するアラートを作成し、 SVM 「 vs1-dr

」にある同じ名前のボリュームはアラート生成の対象から除外する方法を示しています。

[Add Alert] ダイアログボックスで、次の手順を実行します。

手順

1. [* 名前 *] をクリックして、アラートの名前と概要を入力します。

2. [* リソース（ * Resources ） ] をクリックし、 [* 含める * （ * Include * ） ] タブを選択します。

a. ドロップダウン・リストから * Volume * を選択し、 * Name contains * フィールドに「 vol1 」と入力
して、名前に「 vol1 」が含まれているボリュームを表示します。

106



b. 「 * + 」を選択します[All Volumes whose name contains 'vol1'][Available Resources] 領域から
[Selected Resources] 領域に移動します。

3. [* Exclude*] タブを選択し '[* Volume*] を選択し '[* 次を含む名前 ] フィールドに vs1_dr`] と入力し '[*Add]

をクリックします

SVM 「 vs1-dr 」のボリューム「 vol1 」については、アラートは生成されません。

4. 「 * Events 」をクリックして、ボリュームに適用するイベントを選択します。

5. [* アクション * ] をクリックし、 [ これらのユーザーに警告 ] フィールドで警告メールを受信するユーザー
の名前を選択します。

6. SNMP トラップを発行してスクリプトを実行するために、このページの他のオプションを設定し、 *

Save * をクリックします。

アラートの表示

さまざまなイベントに対して作成されたアラートのリストは、 [Alert Setup] ページで表
示できます。アラートのプロパティとして、アラート概要、通知の方法と頻度、アラー
トをトリガーするイベント、アラートの E メール受信者、クラスタ、アグリゲート、ボ
リュームなどの影響を受けるリソースなどを表示することもできます。

• 必要なもの *

オペレータ、アプリケーション管理者、またはストレージ管理者のロールが必要です。

ステップ

1. 左側のナビゲーションペインで、 * Storage Management * > * Alert Setup * をクリックします。

アラートのリストは、 Alert Setup ページに表示されます。

アラートの編集

関連付けられているリソース、イベント、受信者、通知オプション、通知頻度など、ア
ラートのプロパティを編集することができます。 および関連するスクリプト。

• 必要なもの *

アプリケーション管理者のロールが必要です。

手順

1. 左側のナビゲーションペインで、 * Storage Management * > * Alert Setup * をクリックします。

2. [* アラート設定 * （ * Alert Setup * ） ] ページで、編集するアラートを選択し、 [ * 編集 * （ * Edit * ） ]

をクリックします。

3. ［ * アラートの編集 * ］ ダイアログボックスで、名前、リソース、イベント、アクションの各セクション
を編集します。 必要に応じて。

アラートに関連付けられているスクリプトについては、変更と削除が可能です。
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4. [ 保存（ Save ） ] をクリックします。

アラートの削除

不要になったアラートを削除できます。たとえば、特定のリソースが Unified Manager

の監視対象でなくなった場合、そのリソースに対して作成されたアラートを削除できま
す。

• 必要なもの *

アプリケーション管理者のロールが必要です。

手順

1. 左側のナビゲーションペインで、 * Storage Management * > * Alert Setup * をクリックします。

2. [* アラート設定 * （ * Alert Setup * ） ] ページで、削除するアラートを選択し、 [ * 削除 * （ * Delete * ） ]

をクリックします。

3. [ はい ] をクリックして、削除要求を確定します。

概要のアラートウィンドウとダイアログボックス

[Add Alert] ダイアログボックスを使用して、イベントに関する通知を受信するようにア
ラートを設定する必要があります。アラートのリストは、 Alert Setup ページからも表示
できます。

Alert Setup ページ

[Alert Setup] ページには、アラートのリストが表示され、アラート名、ステータス、通
知方法、および通知頻度に関する情報が提供されます。また、このページでアラートを
追加、編集、削除、有効化、無効化することもできます。

アプリケーション管理者またはストレージ管理者のロールが必要です。

コマンドボタン

• * 追加 * 。

アラートの追加ダイアログボックスが表示され、新しいアラートを追加できます。

• * 編集 * 。

アラートの編集ダイアログボックスが表示され、選択したアラートを編集できます。

• * 削除 *

選択したアラートを削除します。

• * 有効 *

選択したアラートを有効にして通知を送信します。
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• * 無効 *

通知の送信を一時的に停止する場合に、選択したアラートを無効にします。

• * テスト *

選択したアラートをテストして、アラートの追加後または編集後にその設定を検証します。

• * 解決済み / 廃止状態のイベントに関するアラート *

イベントが解決済みまたは廃止状態に移行した場合のアラートの送信を有効または無効にすることができ
ます。これにより、ユーザは不要な通知を受信できます。

リストビュー

リストビューには、作成されたアラートに関する情報が表形式で表示されます。列のフィルタを使用して、表
示するデータをカスタマイズできます。アラートを選択して、そのアラートに関する詳細を詳細領域に表示す
ることもできます。

• * ステータス *

アラートが有効になっているかどうかを示します（ ）または無効（ ）。

• * 警告 *

アラートの名前が表示されます。

• * 概要 *

アラートの概要が表示されます。

• * 通知方法 *

アラートに対して選択された通知方式が表示されます。E メールまたは SNMP トラップを使用してユー
ザに通知できます。

• * 通知頻度 *

イベントが確認または解決されるか、廃止状態に設定されるまでの間、管理サーバが通知を送信する頻度
（分）を示します。

詳細領域

詳細領域には、選択したアラートに関する詳細情報が表示されます。

• * アラート名 *

アラートの名前が表示されます。

• * Alert 概要 *

アラートの概要が表示されます。
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• * イベント *

アラートをトリガーするイベントが表示されます。

• * リソース *

アラートをトリガーするリソースが表示されます。

• * が含まれます

アラートをトリガーするリソースのグループが表示されます。

• * 除外 *

アラートをトリガーしないリソースのグループが表示されます。

• * 通知方法 *

アラートの通知方式が表示されます。

• * 通知頻度 *

イベントが確認または解決されるか、廃止状態に設定されるまでの間、管理サーバがアラート通知を送信
する頻度が表示されます。

• * スクリプト名 *

選択したアラートに関連付けられているスクリプトの名前が表示されます。このスクリプトはアラートが
生成されたときに実行されます。

• * 電子メール受信者 *

アラート通知を受信するユーザの E メールアドレスが表示されます。

Add Alert ダイアログボックス

アラートを作成すると、特定のイベントが生成されたときに通知されるため、問題にす
ばやく対処し、環境への影響を最小限に抑えることができます。アラートは、単一のリ
ソース、一連のリソース、および特定の重大度タイプのイベントについて作成すること
ができます。アラートの通知方式と通知頻度を指定することもできます。

アプリケーション管理者またはストレージ管理者のロールが必要です。

名前

この領域では、アラートの名前と概要を指定できます。

• * アラート名 *

アラート名を指定できます。
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• * Alert 概要 *

アラートの概要を指定できます。

リソース

この領域では、アラートをトリガーする対象のリソースを個別に選択したり、動的ルールに基づいてリソース
をグループ化したりできます。a_dynamic rule_ は、指定したテキスト文字列に基づいてフィルタリングされ
るリソースのセットです。ドロップダウンリストからリソースタイプを選択してリソースを検索するか、正確
なリソース名を指定して特定のリソースを表示できます。

いずれかのストレージオブジェクトの詳細ページからアラートを作成する場合は、ストレージオブジェクトが
自動的にアラートに含まれます。

• * インクルード *

アラートをトリガーする対象に含めるリソースを指定できます。テキスト文字列を指定すると、その文字
列に一致するリソースをグループ化し、そのグループをアラートの対象として選択できます。たとえ
ば、「 abc 」という文字列が名前に含まれるすべてのボリュームをグループ化できます。

• * 除外 *

アラートをトリガーする対象から除外するリソースを指定できます。たとえば、「 xyz 」という文字列が
名前に含まれるすべてのボリュームを除外することができます。

除外 (Exclude) タブは ' 特定のリソースタイプのすべてのリソース () を選択した場合にのみ表示されま
す<<All Volumes>> または <<All Volumes whose name contains 'xyz'>>[]

あるリソースが対象に含めるルールと除外するルールの両方に該当する場合は、除外するルールが優先さ
れ、イベントについてはアラートが生成されません。

イベント

この領域では、アラートを作成するイベントを選択できます。アラートは特定の重大度のイベントに対して作
成するか、一連のイベントについて作成することができます。

複数のイベントを選択するには、 Ctrl キーを押しながら選択します。

• * イベントの重大度 *

重大度タイプに基づいてイベントを選択できます。タイプは、「重大」、「エラー」、「警告」のいずれ
かになります。

• * イベント名に * が含まれています

名前に指定した文字を含むイベントを選択できます。

アクション

この領域では、アラートがトリガーされたときに通知するユーザを指定できます。通知方式と通知頻度を指定
することもできます。
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• * これらのユーザーに警告 *

通知を受信するユーザの E メールアドレスまたはユーザ名を指定できます。

ユーザに対して指定されている E メールアドレスを変更し、アラートを再び開いて編集しようとすると、
変更した E メールアドレスが以前に選択したユーザにマッピングされていないため、名前フィールドは空
白になります。また、選択したユーザの E メールアドレスを Users ページで変更した場合、変更した E

メールアドレスはそのユーザに対して更新されません。

• * 通知頻度 *

イベントが確認または解決されるか、廃止状態に設定されるまでの間、管理サーバが通知を送信する頻度
を指定できます。

次のいずれかの通知方式を選択できます。

◦ 1 回だけ通知します

◦ 指定した頻度で通知します

◦ 指定した期間内の指定した頻度で通知します

• * 問題 SNMP トラップ *

このチェックボックスをオンにすると、グローバルに設定された SNMP ホストに SNMP トラップを送信
するかどうかを指定できます。

• * スクリプトの実行 *

アラートにカスタムスクリプトを追加できます。このスクリプトはアラートが生成されたときに実行され
ます。

この機能がユーザインターフェイスに表示されない場合は、管理者によって無効にされて
います。この機能は、必要に応じて、 * Storage Management * > * Feature Settings * から
有効にできます。

コマンドボタン

• * 保存 *

アラートを作成してダイアログボックスを閉じます。

• * キャンセル *

変更内容を破棄してダイアログボックスを閉じます。

EditAlert タイアロクホツクス

関連付けられているリソース、イベント、スクリプト、通知オプションなど、アラート
のプロパティを編集することができます。

112



名前

この領域では、アラートの名前と概要を編集できます。

• * アラート名 *

アラート名を編集できます。

• * Alert 概要 *

アラートの概要を指定できます。

• * アラートの状態 *

アラートを有効または無効にできます。

リソース

この領域では、アラートをトリガーする対象のリソースを個別に選択したり、動的ルールに基づいてリソース
をグループ化したりできます。ドロップダウンリストからリソースタイプを選択してリソースを検索するか、
正確なリソース名を指定して特定のリソースを表示できます。

• * インクルード *

アラートをトリガーする対象に含めるリソースを指定できます。テキスト文字列を指定すると、その文字
列に一致するリソースをグループ化し、そのグループをアラートの対象として選択できます。たとえ
ば、「 vol0 」という文字列が名前に含まれるすべてのボリュームをグループ化することができます。

• * 除外 *

アラートをトリガーする対象から除外するリソースを指定できます。たとえば、「 xyz 」という文字列が
名前に含まれるすべてのボリュームを除外することができます。

除外 (Exclude) タブは ' 特定のリソースタイプのすべてのリソース (+ など ) を選択した場合
にのみ表示されます[All Volumes]+ または <<All Volumes whose name contains 'xyz'>>[]

イベント

この領域では、アラートをトリガーするイベントを選択できます。アラートは特定の重大度のイベントに対し
てトリガーするか、一連のイベントを指定してトリガーできます。

• * イベントの重大度 *

重大度タイプに基づいてイベントを選択できます。タイプは、「重大」、「エラー」、「警告」のいずれ
かになります。

• * イベント名に * が含まれています

名前に指定した文字を含むイベントを選択できます。
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アクション

この領域では、通知方式と通知頻度を指定できます。

• * これらのユーザーに警告 *

通知を受け取る E メールアドレスまたはユーザ名を編集できます。新しい E メールアドレスまたはユー
ザ名を指定することもできます。

• * 通知頻度 *

イベントが確認または解決されるか、廃止状態に設定されるまでの間、管理サーバが通知を送信する頻度
を編集できます。

次のいずれかの通知方式を選択できます。

◦ 1 回だけ通知します

◦ 指定した頻度で通知します

◦ 指定した期間内の指定した頻度で通知します

• * 問題 SNMP トラップ *

グローバルに設定された SNMP ホストに SNMP トラップを送信するかどうかを指定できます。

• * スクリプトの実行 *

アラートにスクリプトを関連付けることができます。このスクリプトはアラートが生成されたときに実行
されます。

コマンドボタン

• * 保存 *

変更内容を保存してダイアログボックスを閉じます。

• * キャンセル *

変更内容を破棄してダイアログボックスを閉じます。

スクリプトの管理

Unified Manager で複数のストレージオブジェクトを自動的に変更または更新するスクリ
プトを作成することができます。スクリプトはアラートに関連付けられます。イベント
によってアラートがトリガーされるとスクリプトが実行されます。カスタムスクリプト
をアップロードし、アラートが生成されたときの動作をテストすることができます。

スクリプトを Unified Manager にアップロードして実行する機能は、デフォルトで有効になっています。セキ
ュリティ上の理由からこの機能を許可しない場合は、 * ストレージ管理 * > * 機能設定 * からこの機能を無効
にできます。
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• 関連情報 *

"スクリプトアップロード機能の有効化と無効化"

スクリプトとアラートの連携方法

Unified Manager でイベントに対するアラートが発生したときにスクリプトが実行される
ように、スクリプトにアラートを関連付けることができます。スクリプトを使用して、
ストレージオブジェクトの問題を解決したり、イベントの生成元のストレージオブジェ
クトを特定したりできます。

Unified Manager でイベントに対するアラートが生成されると、指定した受信者にアラート E メールが送信さ
れます。アラートがスクリプトに関連付けられている場合は、そのスクリプトが実行されます。スクリプトに
渡された引数の詳細をアラート E メールから取得できます。

カスタムスクリプトを作成し、そのスクリプトを特定のイベントタイプのアラートに関連付け
た場合、そのイベントタイプのカスタムスクリプトに基づいて操作が実行されます。 * Fix it *

アクションは、デフォルトでは管理アクションページまたは Unified Manager ダッシュボード
で使用できません。

スクリプトの実行には次の引数が使用されます。

• -eventID`

• -eventName

• -'eventSeverity

• -eventSourceID

• -eventSourceName

• -eventSourceType

• -eventState

• -`EventArgs

これらの引数をスクリプトで使用して、関連するイベントの情報を収集したり、ストレージオブジェクトを変
更したりできます。

スクリプトから引数を取得する例

`print "$ARGV[0] : $ARGV[1]\n"`

`print "$ARGV[7] : $ARGV[8]\n"`

アラートが生成されると、このスクリプトが実行され、次の出力が表示されます。

-`eventID : 290`

-`eventSourceID : 4138`
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スクリプトの追加

Unified Manager でスクリプトを追加し、アラートに関連付けることができます。アラー
トが生成されるとこれらのスクリプトが自動的に実行されるため、イベントが生成され
たストレージオブジェクトに関する情報を取得できます。

• 必要なもの *

• Unified Manager サーバに追加するスクリプトを作成して保存しておく必要があります。

• サポートされているスクリプトのファイル形式は、 Perl 、 Shell 、 PowerShell 、 Python 、および「 .bat

」ファイルです。

Unified Manager
がインストールされているプラットフォーム

サポートされている言語

VMware Perl / シェルスクリプト

Linux の場合 Perl 、 Python 、シェルの各スクリプト

Windows の場合 PowerShell 、 Perl 、 Python 、 .bat スクリプト

◦ Perl スクリプトを使用するには、 Perl が Unified Manager サーバにインストールされている必要があ
ります。VMware 環境には Perl 5 がデフォルトでインストールされ、 Perl 5 のサポート対象のみがス
クリプトでサポートされます。Unified Manager のあとに Perl をインストールした場合は、 Unified

Manager サーバを再起動する必要があります。

◦ PowerShell スクリプトを使用するには、スクリプトを実行するための適切な PowerShell 実行ポリシ
ーが Windows サーバで設定されている必要があります。

スクリプトでログファイルを作成してアラートスクリプトの進捗を追跡する場合は、ログ
ファイルが Unified Manager のインストールフォルダ内に作成されないようにする必要があ
ります。

• アプリケーション管理者またはストレージ管理者のロールが必要です。

カスタムスクリプトをアップロードし、アラートに関するイベントの詳細を収集できます。

この機能がユーザインターフェイスに表示されない場合は、管理者によって無効にされていま
す。この機能は、必要に応じて、 * Storage Management * > * Feature Settings * から有効にで
きます。

手順

1. 左側のナビゲーションペインで、 * Storage Management * > * Scripts * をクリックします。

2. [ * スクリプト * ] ページで、 [ * 追加 ] をクリックします。

3. [ スクリプトの追加 * ] ダイアログボックスで、 [ * 参照 * ] をクリックしてスクリプトファイルを選択しま
す。

4. 選択したスクリプトの概要を入力します。

5. [ 追加（ Add ） ] をクリックします。
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◦ 関連情報 *

"スクリプトアップロード機能の有効化と無効化"

スクリプトの削除

不要または無効になったスクリプトは、 Unified Manager から削除できます。

• 必要なもの *

• アプリケーション管理者またはストレージ管理者のロールが必要です。

• スクリプトがアラートに関連付けられていないことを確認する必要があります。

手順

1. 左側のナビゲーションペインで、 * Storage Management * > * Scripts * をクリックします。

2. [ * スクリプト * ] ページで、削除するスクリプトを選択し、 [ * 削除 ] をクリックします。

3. [ 警告 * ] ダイアログボックスで、 [ はい ] をクリックして削除を確認します。

スクリプトの実行テスト

ストレージオブジェクトに対してアラートが生成されたときにスクリプトが正しく実行
されるかどうかを確認することができます。

• 必要なもの *

• アプリケーション管理者またはストレージ管理者のロールが必要です。

• サポートされるファイル形式のスクリプトを Unified Manager にアップロードしておく必要があります。

手順

1. 左側のナビゲーションペインで、 * Storage Management * > * Scripts * をクリックします。

2. [* Scripts] ページで、テストスクリプトを追加します。

3. 左側のナビゲーションペインで、 * Storage Management * > * Alert Setup * をクリックします。

4. [* Alert Setup* ] ページで、次のいずれかの操作を実行します。

目的 手順

アラートを追加します a. [ 追加（ Add ） ] をクリックします。

b. [ アクション ] セクションで、アラートをテスト
スクリプトに関連付けます。

アラートを編集する a. アラートを選択し、 * 編集 * をクリックしま
す。

b. [ アクション ] セクションで、アラートをテスト
スクリプトに関連付けます。
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5. [ 保存（ Save ） ] をクリックします。

6. [* アラート設定 * ] ページで、追加または変更したアラートを選択し、 [ * テスト * ] をクリックします。

「 -test 」引数を指定してスクリプトが実行され、アラートの作成時に指定した E メールアドレスに通知
アラートが送信されます。

Unified Manager の CLI コマンドがサポートされています

ストレージ管理者は、 CLI コマンドを使用して、クラスタ、アグリゲート、ボリュー
ム、 qtree 、および LUN ：CLI コマンドを使用して、 Unified Manager の内部データベ
ースと ONTAP データベースを照会できます。CLI コマンドは、処理の開始時または終
了時に実行されるスクリプト、アラートがトリガーされたときに実行されるスクリプト
でも使用できます。

すべてのコマンドの前に 'um cli login' コマンドと認証用の有効なユーザ名およびパスワードを入力する必要が
あります

_um run_commandを実行するには、アカウントに_console_applicationアクセス権があること
を確認します。

CLI コマンド 説明 出力

um cli login -u <username> [-p

<password>]
CLI にログインします。セキュリ
ティ上の理由から、「 -u 」オプシ
ョンのあとにはユーザ名のみを入
力してください。この方法でパス
ワードを入力すると、パスワード
の入力を求められます。パスワー
ドは履歴テーブルまたはプロセス
テーブルには保存されません。セ
ッションはログインしてから 3 時
間が経過すると期限切れになり、
3 時間が経過するとユーザは再度
ログインする必要があります。

対応するメッセージを表示しま
す。

「 um cli logout 」 CLI からログアウトします。 対応するメッセージを表示しま
す。

「 um help 」 第 1 レベルのすべてのサブコマン
ドを表示します。

第 1 レベルのすべてのサブコマン
ドを表示します。
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CLI コマンド 説明 出力

um run cmd [-t <timeout>]

<cluster><command>`
1 つ以上のホストでコマンドを実
行する最も簡単な方法です。主
に、アラートのスクリプト化を使
用して ONTAP で処理を取得また
は実行します。オプションの
timeout 引数で、コマンドがクライ
アントで完了するのを待機する最
大時間（秒）を設定できます。デ
フォルトは 0 （無期限に待機）で
す。

ONTAP から受け取ったとおり。

'um run query <SQL command>` SQL クエリを実行します。データ
ベースからの読み取りが許可され
るクエリのみです。更新、挿入、
削除の各操作はサポートされてい
ません。

結果は表形式で表示されます。空
のセットが返された場合、または
構文エラーや無効な要求がある場
合は、該当するエラーメッセージ
が表示されます。

um datasource add -u <username>

-P <password> [-t <protocol>] [-p

<port>] <hostname-or -ip>`

管理対象ストレージシステムのリ
ストにデータソースを追加しま
す。データソースは、ストレージ
システムへの接続方法を定義した
ものです。データソースを追加す
るときは、 -u （ユーザ名）オプシ
ョンと -P （パスワード）オプショ
ンを必ず指定する必要がありま
す。オプションの -t （プロトコル
）では、クラスタとの通信に使用
するプロトコル（ http または https

）を指定します。プロトコルが指
定されていない場合は、両方のプ
ロトコルが試行されます。オプシ
ョンの -p （ポート）では、クラス
タとの通信に使用するポートを指
定します。ポートが指定されてい
ない場合は、該当するプロトコル
のデフォルト値が試行されます。
このコマンドは、ストレージ管理
者のみが実行できます。

ユーザに証明書の承認を求めるプ
ロンプトを表示し、対応するメッ
セージを出力します。

「 um datasource list

[<datasource-id> 」
管理対象ストレージシステムのデ
ータソースを表示します。

[ID Address Port] 、 [Protocol

Acquisition Status] 、 [Analysis

Status] 、 [Communication status]

、 [Acquisition Message] の各値が
表形式で表示されます。 と分析メ
ッセージ
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CLI コマンド 説明 出力

「 um datasource modify [-h

<hostname-or -ip>] [-u

<username>] [-P <password>] [-t

<protocol>] [-p <port>]

<datasource-id> 」

1 つ以上のデータソースオプショ
ンを変更します。ストレージ管理
者のみが実行できます。

対応するメッセージを表示しま
す。

「 um datasource remove

<datasource-id> 」というエラーが
表示されます

Unified Manager からデータソース
（クラスタ）を削除します。

対応するメッセージを表示しま
す。

'um option list [<option] 。。 に、 set コマンドを使用して設定
できるすべてのオプションを示し
ます。

[ 名前 ] 、 [ 値 ] 、 [ デフォルト値 ]

、 [ 再起動が必要 ] の各値が表形式
で表示されます

`um option set < オプション名 >=<

オプション値 >[<option-

name>=<option-value> … ]

1 つまたは複数のオプションを設
定します。このコマンドは、スト
レージ管理者のみが実行できま
す。

対応するメッセージを表示しま
す。

「 um version 」 Unified Manager ソフトウェアのバ
ージョンを表示します。

「 Version 」 ("9.6")`

um lun list [-q] [-ObjectType

<object-id>] をクリックします
指定したオブジェクトでフィルタ
リングした LUN のリストを表示し
ます。-q は、ヘッダーを表示しな
いすべてのコマンドに適用されま
す。ObjectType には、 lun 、 qtree

、 cluster 、 volume 、 quota 、 ま
たは SVM を選択します。

例：

'um lun list - cluster 1`

この例では、 objectType が「
-cluster 」で、 objectId が「 1 」で
す。このコマンドを実行すると、
ID が 1 のクラスタに含まれるすべ
ての LUN のリストが表示されま
す。

表形式で次の値が表示されます。
'ID’LUN path.'

120



CLI コマンド 説明 出力

'um svm list [-q] [-ObjectType

<object-id>] を指定します
指定したオブジェクトでフィルタ
リングした Storage VM のリスト
を表示します。ObjectType には、
lun 、 qtree 、 cluster 、 volume 、
quota 、 または SVM を選択しま
す。

例：

'um svm list - cluster 1`

この例では、 objectType が「
-cluster 」で、 objectId が「 1 」で
す。このコマンドを実行すると、
ID が 1 のクラスタに含まれるすべ
ての Storage VM のリストが表示
されます。

表形式で ' 名前とクラスタ ID' の値
が表示されます

'um qtree list [-q] [-ObjectType

<object-id>] をクリックします
指定したオブジェクトでフィルタ
リングした qtree のリストを表示
します。-q は、ヘッダーを表示し
ないすべてのコマンドに適用され
ます。ObjectType には、 lun 、
qtree 、 cluster 、 volume 、 quota

、 または SVM を選択します。

例：

'um qtree list - cluster 1`

この例では、 objectType が「
-cluster 」で、 objectId が「 1 」で
す。このコマンドを実行すると、
ID が 1 のクラスタに含まれるすべ
ての qtree のリストが表示されま
す。

表形式で次の値を表示します。
qtree ID および qtree 名
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CLI コマンド 説明 出力

um disk list [-q] [-ObjectType

<object-id>]
指定したオブジェクトでフィルタ
リングしたディスクのリストを表
示します。ObjectType には、 disk

、 aggr 、 node 、 cluster のいず
れかを指定できます。

例：

'um disk list - cluster 1`

この例では、 objectType が「
-cluster 」で、 objectId が「 1 」で
す。このコマンドを実行すると、
ID が 1 のクラスタに含まれるすべ
てのディスクのリストが表示され
ます。

次の値を表形式の 'ObjectType お
よび object-id で表示します

'um cluster list [-q] [-ObjectType

<object-id>] をクリックします
指定したオブジェクトでフィルタ
リングしたクラスタのリストを表
示します。ObjectType には、 disk

、 aggr 、 node 、 cluster 、 lun 、
qtree 、ボリューム、クォータ、ま
たは SVM 。

例：

'um cluster list - aggr 1`

この例では、 objectType が「
-aggr 」で、 objectId が「 1 」で
す。このコマンドを実行すると、
ID が 1 のアグリゲートが属するク
ラスタが表示されます。

次の値が表形式で表示されます： '

名前 ' フルネーム ' シリアル番号 '

データソース ID' 最終更新時刻 ' お
よびリソースキー
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CLI コマンド 説明 出力

um cluster node list [-q] [-

ObjectType <object-id>]
指定したオブジェクトでフィルタ
リングしたクラスタノードのリス
トを表示します。ObjectType に
は、 disk 、 aggr 、 node 、
cluster のいずれかを指定できま
す。

例：

'um cluster node list - cluster 1`

この例では、 objectType が「
-cluster 」で、 objectId が「 1 」で
す。このコマンドを実行すると、
ID が 1 のクラスタに含まれるすべ
てのノードのリストが表示されま
す。

次の値を表形式の Name および
Cluster ID で表示します

'um volume list [-q] [-ObjectType

<object-id>]
指定したオブジェクトでフィルタ
リングしたボリュームのリストを
表示します。ObjectType には、
lun 、 qtree 、 cluster 、 volume 、
quota 、 SVM またはアグリゲー
ト。

例：

'um volume list - cluster 1`

この例では、 objectType が「
-cluster 」で、 objectId が「 1 」で
す。このコマンドを実行すると、
ID が 1 のクラスタに含まれるすべ
てのボリュームのリストが表示さ
れます。

次の値を表形式の 'Volume ID' およ
び Volume Name' で表示します
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CLI コマンド 説明 出力

um quota user list [-q] [-ObjectType

<object-id>]
指定したオブジェクトでフィルタ
リングしたクォータユーザのリス
トを表示します。ObjectType に
は、 qtree 、 cluster 、 volume 、
quota 、 svm のいずれかを指定で
きます。

例：

'um quota user list - cluster 1`

この例では、 objectType が「
-cluster 」で、 objectId が「 1 」で
す。このコマンドを実行すると、
ID が 1 のクラスタに含まれるすべ
てのクォータユーザのリストが表
示されます。

次の値が表形式で表示されます
'ID’Name’SID' および Email'

'um aggr list [-q] [-ObjectType

<object-id>]
指定したオブジェクトでフィルタ
リングしたアグリゲートのリスト
を表示します。ObjectType には、
disk 、 aggr 、 node 、 cluster 、
volume のいずれかを指定できま
す。

例：

'um aggr list - cluster 1`

この例では、 objectType が「
-cluster 」で、 objectId が「 1 」で
す。このコマンドを実行すると、
ID が 1 のクラスタに含まれるすべ
てのアグリゲートのリストが表示
されます。

次の値が表形式で表示されますア
グリゲート ID とアグリゲート名

'um event ack <event-ids>` 1 つ以上のイベントに確認応答し
ます。

対応するメッセージを表示しま
す。

'um event resolve <event-ids>` 1 つ以上のイベントを解決しま
す。

対応するメッセージを表示しま
す。

'um event assign -u

<username><event-id>`
ユーザにイベントを割り当てま
す。

対応するメッセージを表示しま
す。
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CLI コマンド 説明 出力

'um event list [-s <source>] [-S

<event-state-filter-list> 。] [<event-

id> 。。

システムまたはユーザによって生
成されたイベントのリストが表示
されます。ソース、状態、および
ID に基づいてイベントをフィルタ
リングします。

次の値を表形式で表示します。ソ
ース、ソースタイプ、名前、重大
度、状態、 ユーザーとタイムスタ
ンプ

'um backup restore -f

<backup_file_path _ and _name>`
対応するメッセージを表示しま
す。

スクリプトのウィンドウとダイアログボックスの概要

Scripts ページを使用して、 Unified Manager にスクリプトを追加できます。

[ スクリプト ] ページ

Scripts ページを使用して、 Unified Manager にカスタムスクリプトを追加できます。こ
れらのスクリプトをアラートに関連付けると、ストレージオブジェクトが自動的に再設
定されます。

Scripts ページを使用して、 Unified Manager に対してスクリプトを追加または削除できます。

コマンドボタン

• * 追加 * 。

スクリプトの追加ダイアログボックスが表示されます。このダイアログボックスで、スクリプトを追加で
きます。

• * 削除 *

選択したスクリプトを削除します。

リストビュー

リストビューには、 Unified Manager に追加したスクリプトが表形式で表示されます。

• * 名前 *

スクリプトの名前が表示されます。

• * 概要 *

スクリプトの概要を表示します。

[ スクリプトの追加 ] ダイアログボックス

スクリプトの追加ダイアログボックスでは、 Unified Manager にスクリプトを追加でき
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ます。スクリプトを使用して、ストレージオブジェクトに対して生成されたイベントを
自動的に解決するようにアラートを設定することができます。

アプリケーション管理者またはストレージ管理者のロールが必要です。

• * スクリプトファイルを選択 *

アラート用のスクリプトを選択できます。

• * 概要 *

スクリプトの概要を指定できます。
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